
- 1 -

　
　
　
　

〇　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
朱
子
学
を
自
分
の
研
究
の
柱
の
一
つ
と
し
、
そ
の
思
想
史
研
究
と
思

想
分
析
を
今
ま
で
行
っ
て
き
た
。
そ
の
所
産
と
し
て
は
、
思
想
史
研
究
に
つ
い

て
は
『
道
学
の
形
成
』
（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
）
、
思
想
分
析
に
つ
い
て
は
『
朱

熹
の
思
想
体
系
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
）
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
論
文
が

あ
る

（
１
）

。

　

思
想
史
研
究
は
、
時
代
の
精
神
状
況
の
推
移
の
中
で
、
そ
の
思
想
の
歴
史
的

展
開
と
位
置
を
見
定
め
る
作
業
、
思
想
分
析
は
そ
の
思
想
の
構
造
分
析
と
特
質

の
摘
出
で
あ
る
。

　

思
想
史
研
究
は
時
間
軸
の
流
れ
を
追
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の

各
時
代
の
精
神
状
況
の
中
で
の
位
置
と
史
的
文
脈
に
か
か
わ
る
部
分
を
掬
い
上

げ
る
た
め
に
、
個
々
の
思
想
の
中
で
棄
て
る
部
分
や
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
部

分
が
出
て
く
る
。
そ
れ
ゆ
え
物
語
化
と
か
思
想
史
叙
述
の
特
権
化
と
い
う
こ
と

で
批
判
的
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
批
判
的
立
場
か
ら
新
た

に
思
想
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
と
言
う
論
者
に
し
て
も
、
自
身
の
価
値
観
の
な
す

り
つ
け
を
し
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
思
想
史
叙
述
が
そ
れ
を
語
る
人
間
の

問
題
意
識
に
影
響
さ
れ
る
の
は
自
明
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
そ
の
範
囲
内
で
の

歴
史
的
推
移
の
粗
筋
の
把
握
が
現
在
か
ら
未
来
へ
の
透
視
に
い
さ
さ
か
な
り
と

も
資
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
な
さ
れ
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者

は
思
想
史
叙
述
を
批
判
す
る
よ
り
も
、
各
自
が
思
想
史
を
記
述
し
て
み
て
、
そ

れ
を
相
互
に
ぶ
つ
け
あ
う
こ
と
で
相
対
化
し
あ
い
、
そ
の
う
え
で
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
繰
り
返
し
て
い
っ
た
方
が
生
産
的
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る

（
２
）

。

　

次
の
思
想
分
析
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
資
料
か
ら
個
々
の
思
想
構
造
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
作
業
で
あ
る
。
そ
の
際
に
留
意
す
べ
き
は
、
朱
熹
（
朱
子
）
自

身
が
い
か
な
る
前
提
と
問
題
意
識
で
立
論
し
、
ど
の
よ
う
な
主
張
を
行
っ
た
か

を
朱
熹
の
文
脈
に
沿
っ
て
把
握
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
前
述
の
思
想

史
研
究
の
成
果
が
有
効
に
な
る
。
つ
ま
り
そ
の
思
想
家
が
登
場
し
て
き
た
時
代

の
思
想
状
況
と
そ
の
中
で
の
そ
の
思
想
家
の
問
題
意
識
の
所
在
が
思
想
史
研
究

に
よ
っ
て
把
握
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
思
想
分
析
に
は
最
初
か
ら

後
世
へ
の
影
響
と
い
う
点
を
忍
び
込
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
朱
熹
で
言

え
ば
陽
明
学
と
の
関
係
を
意
識
し
す
ぎ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
陽
明
学
と
の
対

比
は
決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
こ
と
は
後
述
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
あ
く
ま
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で
も
陽
明
学
か
ら
の
照
射
で
あ
る
と
い
う
限
界
の
認
識
も
必
須
で
あ
る
。

　

ま
た
既
存
の
分
析
図
式
に
最
初
か
ら
絡
め
取
ら
れ
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
近
代
に
な
っ
て
東
洋
思
想
の
意
義
を
再
定
位
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
常

套
的
議
論
が
編
み
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
有
無
相
対
に
対
す
る
絶
対
無
と
か
、
現

象
に
対
す
る
本
質
と
か
の
枠
組
み
で
の
整
理
で
あ
る
が
、
筆
者
は
学
生
時
代
に

こ
れ
ら
に
い
さ
さ
か
泥
み
、
今
で
も
こ
れ
ら
の
議
論
を
全
く
無
効
と
は
思
っ
て

い
な
い
も
の
の
、
最
初
か
ら
こ
の
種
の
図
式
に
頼
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
っ
て

い
る
。
ま
し
て
や
絶
対
性
、
普
遍
性
、
超
越
性
な
ど
の
語
の
安
易
な
使
用
は
、

属
性
の
羅
列
で
し
か
な
い
。
ま
ず
な
さ
れ
る
べ
き
は
、
朱
熹
の
文
脈
に
沿
っ
て

思
想
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
そ
こ
に
い
か
な
る
理
論
化
以
前

の
前
提
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
理
論
の
説
得
力
が
い
か
な
る
点
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
抜
い
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
私
は
恩
師
の
一
人
で
あ

る
栗
田
直
躬
先
生
か
ら
中
国
の
文
献
を
心
理
的
に
読
む
と
い
う
こ
と
を
教
わ
っ

た
が
、
そ
れ
は
中
国
式
論
理
の
整
合
性
な
る
も
の
に
安
住
せ
ず
、
そ
の
議
論
の

筋
道
を
論
理
的
と
か
整
合
的
と
か
で
感
じ
取
れ
る
心
理
を
も
分
析
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
朱
熹
の
語
り
た
か
っ
た
こ
と
の
把
握
を
行
う
こ
と

か
ら
、
そ
の
普
遍
的
意
味
を
問
う
に
至
る
ま
で
は
、
着
実
に
い
く
つ
か
の
段
階

を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
筆
者
が
行
っ
て
き
た
こ
の
二
つ
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
概
述
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

Ⅰ　

思
想
史
研
究

　

一　

朱
熹
の
学
派
的
位
置

　

ま
ず
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
始
め
た
い
。

　

従
来
の
研
究
は
、
宋
明
理
学
史
の
文
脈
で
議
論
を
立
て
る
こ
と
が
主
流
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
朱
熹
以
後
、
朱
熹
ら
の
道
学
が
士
大
夫
社
会
の
中
で
正
統
思

想
と
し
て
圧
倒
的
な
権
威
を
確
立
し
た
こ
と
か
ら
振
り
返
っ
た
も
の
で
、
こ
の

よ
う
な
形
の
士
大
夫
た
ち
の
認
知
が
道
学
登
場
の
当
初
か
ら
あ
っ
た
か
の
如
き

誤
解
を
生
ん
で
き
た
。
朱
熹
は
道
学
と
い
う
学
派
に
属
す
る
が
、
ま
ず
必
要
な

の
は
、
こ
の
学
派
の
性
格
を
当
時
に
即
し
て
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

　

筆
者
は
以
前
か
ら
こ
の
学
派
が
士
大
夫
社
会
の
中
に
お
い
て
は
新
興
宗
教
的

な
う
さ
ん
く
さ
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
①
教

祖
（
二
程
）
、
②
経
典
（
二
程
の
語
録
）
、
③
教
団
組
織
（
書
院
で
の
講
学
、
服

装
や
挙
措
の
特
異
性
）
、
と
い
う
宗
教
教
団
の
三
要
素
と
い
も
い
う
べ
き
性
格

を
具
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
道
学
の
か
か
る
性
格
は
、
道
学
攻
撃
側
の
資
料

か
ら
う
か
が
え
る
が
、
こ
の
件
は
す
で
に
論
じ
た
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず

る
（
３
）

。
た
だ
行
論
の
必
要
上
、
そ
こ
で
も
引
用
し
た
資
料
の
代
表
的
な
も
の
を
挙

げ
て
お
き
た
い
。

　

な
お
本
稿
で
の
引
用
は
、
紙
数
の
関
係
か
ら
本
来
な
ら
付
す
べ
き
書
き
下
し

文
や
現
代
語
訳
を
省
略
す
る
。
実
は
そ
の
う
ち
の
か
な
り
の
部
分
を
筆
者
は
既

に
前
著
で
引
用
し
、
そ
こ
に
現
代
語
訳
を
付
し
て
い
る
の
で
、
関
心
を
持
た
れ

る
方
は
そ
れ
を
参
照
い
た
だ
け
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
内
容
的
に
は
随

時
断
っ
て
い
る
よ
う
に
前
著
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
が
、
そ
の

内
容
を
敷
衍
し
発
展
さ
せ
た
箇
所
や
、
陸
九
淵
と
王
守
仁
（
王
陽
明
）
に
つ
い

て
の
論
述
の
一
部
な
ど
の
未
発
表
の
見
解
も
含
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
次
の
資
料
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
。「
然
在
庭
之
臣
、
不
能
上
体
聖
明
、

又
復
輒
以
私
意
取
程
頤
之
説
、
謂
伊
川
学
、
相
率
而
従
之
。･

･
･
･

軻
（
孟
子
）

伝
頤
、
頤
死
而
無
伝
焉
。
狂
言
怪
語
、
淫
説
鄙
喩
、
曰
此
伊
川
之
文
也
。
幅
巾

大
袖
、
高
視
闊
歩
、
曰
此
伊
川
之
行
也
。
能
師
伊
川
之
文
、
行
伊
川
之
行
、
則
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為
賢
士
大
夫
、
捨
此
皆
非
也
」
（
『
道
命
録
』
三
「
陳
公
輔
論
伊
川
之
学
惑
乱
天

下
乞
屏
絕
」
、
原
文
中
の
（ 

）は
筆
者
が
補
っ
た
、
以
下
同
じ
）
。
道
学
が
程
頤
（
程

伊
川
）
学
派
で
あ
る
こ
と

（
４
）

、
服
装
や
動
作
に
自
他
を
分
か
つ
特
色
を
持
た
せ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
朱
熹
の
女
婿
の
黄
榦
の
『
朱
子
行
状
』
で
は
「
甚

至
変
易
衣
冠
、
狎
遊
市
肆
、
以
自
別
其
非
党
」
と
、
朱
熹
が
弾
圧
さ
れ
た
時
、

門
人
の
中
に
は
朱
熹
一
党
で
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
あ
わ
て
て
服
を
着
替
え
遊

び
回
っ
た
者
も
い
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の
よ
う
に
道
学
に
は
新
興
宗
教
的
な
雰

囲
気
を
持
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
次
の
よ
う
に
「
喫
菜

事
魔
」
と
い
う
批
判
ま
で
あ
っ
た
。「
剽
張
載
程
頤
之
余
論
、
寓
以
喫
菜
事
魔
之

妖
術
、･

･
･
･

」
（
『
道
命
録
』
七
上
「
沈
継
祖
劾
晦
庵
先
生
疏
」
）
。
道
学
側
と
見

な
さ
れ
攻
撃
対
象
に
な
っ
た
永
嘉
学
派
の
葉
適
も
、
こ
の
批
判
に
つ
い
て
こ
の

よ
う
に
言
う
。
「
殆
如
喫
菜
事
魔
、
影
迹
犯
敗
之
類
」
（
葉
適
「
弁
兵
部
郎
官
朱

元
晦
状
」
、
『
水
心
先
生
文
集
』
二
、
『
道
命
録
』
六
「
葉
正
則
（
葉
適
）
為
晦

庵
先
生
弁
誣
及
論
陳
賈
封
事
」
）
。
喫
菜
事
魔
は
マ
ニ
教
の
こ
と
と
さ
れ
た
り
し

た
が
、
実
際
に
は
淫
祠
邪
教
と
し
て
攻
撃
す
る
時
の
常
套
句
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る

（
５
）

。
道
学
に
は
、
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
感
じ
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
王
学
（
王
安
石
の
学
派
）
と
道

学
の
間
の
学
派
対
立
が
あ
っ
た
が
、
両
者
の
学
派
の
作
り
方
が
異
な
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
王
学
が
政
治
的
人
脈
、
政
策
や
、
経
書
解
釈
の
継
承
を
中
心
と

す
る
の
に
対
し
、
道
学
は
各
地
で
講
学
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
学
の
場
は
永

続
し
な
く
て
も
そ
の
講
学
の
束
は
連
続
し
て
い
く
と
い
う
独
特
の
形
で
生
き
延

び
る
の
で
あ
る

（
６
）

。
な
ぜ
王
学
が
消
え
て
い
き
道
学
が
残
っ
て
い
た
の
か
は
、
こ

の
学
派
維
持
方
式
も
関
係
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
前
著
で
も
あ
げ
た
次
の
資
料
も
興
味
深
い
。
「
自
韓
侂
冑
襲
秦
檜

故
智
、
指
道
学
為
偽
学
、
台
臣
附
之
、
上
章
論
列
、
詔
榜
朝
堂
、
而
劉
徳
秀
在

省
闈
奏
疏
、
至
云
、
偽
学
之
魁
、
以
匹
夫
竊
人
主
之
柄
、
鼓
動
天
下
、
故
文
風

未
能
丕
変
、
請
将
語
録
之
類
並
行
除
毀
。
既
而
葉
翥
上
言
、
士
狃
於
偽
学
、
専

習
語
録
詭
誕
之
説
、
中
庸
大
学
之
書
、
以
文
其
非
。
有
葉
適
進
卷
、
陳
傅
良
待

遇
集
、
士
人
伝
誦
其
文
、
每
用
輒
效
、
請
內
自
太
学
、
外
自
州
軍
学
、
各
以
月

試
合
格
前
三
名
程
文
、
上
御
史
台
考
察
。
太
学
以
月
、
諸
路
以
季
。
其
有
旧
習

不
改
、
則
坐
学
官
、
提
学
司
之
罪
。
是
挙
也
、
語
涉
道
学
者
皆
不
預
選
」
（
馬

端
臨
『
文
献
通
考
』
三
二

（
７
）

）
。
こ
こ
に
「
語
録
詭
誕
の
説
」
と
あ
る
が
、
道
学

が
二
程
子
の
語
録
を
あ
り
が
た
が
っ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
あ
げ
た
宗
教
結
社

の
三
要
素
の
う
ち
の
②
の
経
典
、
い
わ
ば
教
祖
の
お
筆
先
に
あ
た
る
。
さ
て
こ

の
文
中
で
永
嘉
学
派
の
陳
傅
良
と
葉
適
が
弾
劾
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

目
を
引
く
。
一
般
に
永
嘉
学
派
は
道
学
と
対
立
す
る
学
派
と
見
ら
れ
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
『
進
巻
』
と
『
待
遇
集
』
は
科
挙
受
験

の
参
考
書
で
あ
っ
た
。
当
時
永
嘉
学
派
の
科
挙
の
参
考
書
は
一
世
を
風
靡
し
て

い
た
。
例
え
ば
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
（
永
嘉
学
派
と
科
挙
の

関
係
に
つ
い
て
は
以
前
に
は
少
し
だ
け
触
れ
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
今
回
は
少

し
丁
寧
に
見
て
お
き
た
い
。
）
ま
ず
「
温
人
（
温
州
、
つ
ま
り
永
嘉
の
人
）
」
が

科
挙
合
格
を
し
き
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
「
先
是
六
月
癸

卯
、
言
者
論
、
三
十
年
来
、
偽
学
顕
行
、
場
屋
之
権
、
尽
帰
二
三
温
人
（
周
夢

江
氏
に
よ
る
と
葉
適
、
陳
傅
良
、
徐
誼
）
。
所
謂
状
元
省
元
両
優
釈
褐
、
若
非

其
私
徒
、
即
是
其
親
故
」
（
『
両
朝
綱
目
備
要
』
五　

慶
元
三
年
）
。
事
実
、
永

嘉
学
派
の
葉
適
自
身
も
陳
傅
良
の
祭
文
で
こ
の
よ
う
に
言
う
。
「
嗚
于
海
陬
、

敗
屨
瘦
笻
、
暴
名
如
雷
、
新
語
如
風
、
宿
老
負
牆
、
豪
雋
景
従
、
而
時
文
靡
然

由
之
一
変
、
遂
為
多
士
之
宗
」
（
葉
適
「
祭
陳
君
挙
中
書
文
」
、『
水
心
先
生
文
集
』

二
八
』
）
。
陳
傅
良
、
葉
適
な
ど
永
嘉
学
派
の
科
挙
学
習
に
対
す
る
影
響
の
強
さ

が
知
ら
れ
よ
う
。
清
末
の
永
嘉
の
学
者
の
孫
衣
言
（
一
八
一
五
～
一
八
九
四
）

儒教の思想史研究と思想分析―朱子学を中心に―
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な
ど
は
か
か
る
状
況
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
「
吾
郷
南
宋
時
学
者
極

盛
、
而
当
時
科
挙
之
文
亦
推
東
甌
婺
越
、
郷
先
生
中
如
陳
文
節
（
陳
傅
良
）
之

待
遇
集
、
葉
文
定
（
葉
適
）
之
進
卷
、
及
八
面
鋒
、
奥
論
、
論
祖
等
作
、
皆
所

謂
場
屋
文
字
、
一
時
謂
之
永
嘉
体
」
（
孫
衣
言
「
永
嘉
先
生
時
文
序
」
（
『
遜
学

斎
文
鈔
』
八
）
。

　

当
時
、
永
嘉
学
派
の
科
挙
参
考
書
は
「
永
嘉
文
体
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た

（
８
）

。

ま
た
金
華
の
呂
祖
謙
（
呂
東
萊
）
の
有
名
な
『
左
氏
博
議
』
も
、
「
為
諸
生
課

試
之
作
也
」と
自
序
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
科
挙
受
験
の
た
め
の
書
で
あ
る
。

朱
熹
は
長
子
を
科
挙
受
験
勉
強
の
た
め
呂
祖
謙
の
弟
の
呂
祖
倹
に
あ
ず
け
て
い

て
、
彼
ら
は
受
験
指
南
役
と
し
て
は
適
格
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
永
嘉
や
金

華
の
学
者
た
ち
は
受
験
界
で
名
を
轟
か
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

永
嘉
学
派
と
金
華
の
諸
儒
が
科
挙
で
名
を
馳
せ
て
い
た
こ
と
が
、
朱
熹
の
よ

う
な
道
学
者
や
陸
九
淵
（
陸
象
山
）
ら
と
ど
う
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
朱

熹
と
陸
九
淵
の
鵝
湖
の
会
の
論
争
は
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
り
、
両
者
の
対
立
関

係
が
後
々
ま
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
会
が
実
現
し
た

の
は
呂
祖
謙
の
仲
立
ち
に
よ
る
。
呂
祖
謙
が
朱
熹
の
も
と
に
向
か
い
朱
熹
と
と

も
に
『
近
思
録
』を
編
集
し
、
そ
の
帰
途
を
利
用
し
て
朱
熹
と
陸
九
淵
の
会
談
（
鵝

湖
の
会
）
を
企
画
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
呂
祖
謙
が
陸
九
淵

を
知
っ
た
の
は
、
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）
に
彼
が
科
挙
の
試
験
官
で
あ
っ
た

時
に
目
に
つ
い
た
答
案
が
陸
九
淵
の
も
の
で
あ
っ
た
の
が
発
端
で
あ
る
。
実
は

こ
の
時
の
科
挙
で
は
、
陳
傅
良
と
そ
の
徒
が
多
数
合
格
し
て
い
る
。
つ
ま
り
陸

九
淵
の
み
な
ら
ず
永
嘉
諸
儒
も
呂
祖
謙
の
眼
鏡
に
か
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
彼

ら
に
相
互
評
価
を
可
能
に
す
る
共
通
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
も

そ
も
朱
熹
は
自
分
が
科
挙
に
合
格
し
た
時
に
は
け
っ
こ
う
大
胆
な
答
案
を
書
い

た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
（
『
朱
子
語
類
』
一
〇
四　

第
三
八
条
）
、
当
時
個

性
的
な
答
案
を
評
価
す
る
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
朱
熹
の
科
挙

合
格
は
陸
九
淵
合
格
よ
り
も
だ
い
ぶ
前
の
高
宗
の
時
の
こ
と
で
あ
り
、
陸
九
淵

の
時
は
皇
帝
も
孝
宗
に
か
わ
り
、
朝
野
に
改
革
の
気
運
が
増
し
て
は
い
た
が
、

思
わ
れ
て
い
る
以
上
に
科
挙
の
答
案
が
自
由
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
科
挙
参
考
書
で
名
を
あ
げ
た
呂
祖
謙
、
陳
傅
良
、
葉
適
ら
は
、

後
年
に
な
る
と
科
挙
の
書
の
発
刊
に
対
し
て
反
省
の
意
を
見
せ
る
。
朱
熹
や
陸

九
淵
は
時
文
を
批
判
し
、
朱
熹
は
『
進
巻
』
、
『
待
遇
集
』
の
毀
板
ま
で
も
支
持

し
た
（
『
朱
子
語
類
』
一
二
三　

第
二
四
条
）
。
し
か
し
朱
熹
は
科
挙
に
つ
い
て
、

功
利
追
求
に
陥
り
が
ち
な
点
は
批
判
し
な
が
ら
も
士
大
夫
が
世
に
出
て
本
志
を

遂
げ
る
入
口
と
し
て
そ
れ
な
り
の
存
在
意
義
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り

（
９
）

、
陸
九

淵
で
す
ら
も
同
様
の
考
え
を
持
ち
、
時
に
は
時
文
を
教
え
た
り
し
て
い
る
の
で

あ
る
（
「
語
録
」
下　

第
三
〇
五
条
、
『
象
山
先
生
全
集
』
三
五
）
。
な
お
当
時

の
科
挙
に
つ
い
て
は
「
策
問
」
対
策
が
中
心
だ
っ
た
こ
と
、
科
挙
と
の
関
係
で
『
春

秋
』
へ
の
関
心
が
増
し
、
そ
の
た
め
彼
ら
が
『
春
秋
』
関
係
の
文
章
を
書
い
た

こ
と
、
こ
の
趨
勢
に
は
孝
宗
時
代
の
経
世
致
用
論
活
性
化
の
機
運
が
反
映
し
て

い
る
が
、
韓
侂
冑
政
権
以
後
、
終
息
に
向
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
）
10
（

。
と
も
か
く
も
黄
榦
が
『
朱
子
行
状
』
で
、
慶
元
偽
学
の
禁
の
時
に
「
科
挙

取
士
、
稍
涉
経
訓
者
、
悉
見
排
黜
。
文
章
議
論
、
根
於
理
義
者
、
並
行
除
乎
毀
。

六
経
語
孟
、
悉
為
世
之
大
禁
」
で
あ
っ
た
と
言
う
よ
う
に
、
弾
圧
は
科
挙
や
出

版
に
お
け
る
道
学
的
要
素
の
排
除
に
ま
で
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
永
嘉
学
派
も
道
学
の
片
割
れ
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
先
に
も
そ
の
一
部
を
引
い
た
永
嘉
学
派
の
葉
適
の
次
の
語
に
も
見
え
る
。

「
凡
栗
之
辞
、
始
末
参
験
、
無
一
実
者
。
至
於
其
中
謂
之
道
学
一
語
、
則
無
実
最
甚
。

利
害
所
係
、
不
独
朱
熹
、
臣
不
可
不
力
弁
。
蓋
自
昔
小
人
残
害
忠
良
、
率
有
指

日本儒教学会報 六
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朱
熹
が
道
学
の
正
統
を
誇
示
す
る
あ
ま
り
そ
の
要
素
が
強
烈
で
あ
っ
た
こ
と
が

関
係
し
て
い
る

）
11
（

。
と
も
か
く
も
陸
九
淵
は
時
に
道
学
者
と
見
な
さ
れ
、
時
に
は

そ
こ
か
ら
は
ず
れ
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
時
に
道
学
と
い
う
概

念
が
当
時
広
狭
両
方
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
陸
九
淵
の
思
想
的
位

置
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

そ
こ
で
改
め
て
当
時
偽
学
と
し
て
攻
撃
さ
れ
た
人
々
の
名
簿
を
見
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
な
名
前
が
目
を
引
く
。
「
趙
汝
愚･

･
･
･

朱
熹･

･
･
･

陳
傅
良
（
永

嘉
学
派
）･

･
･
･

・
呂
祖
倹
（
呂
祖
謙
の
弟
、
金
華
学
派
）
、
葉
適
（
永
嘉
学
派
）

･
･
･
･

楊
簡
（
陸
九
淵
の
門
人
）･

･
･
･

詹
体
仁
（
朱
熹
の
門
人
）
、
蔡
幼
学
（
陳

傅
良
の
門
人
）･

･
･
･

蔡
元
定
（
朱
熹
の
門
人
）
」
（
「
偽
学
逆
党
籍

）
12
（

」
）
。
朱
熹
ら

は
も
ち
ろ
ん
、
陸
九
淵
一
派
、
永
嘉
学
派
、
金
華
の
呂
祖
謙
関
係
者
も
含
ま
れ

て
い
る
。
な
お
こ
の
時
点
で
、
陸
九
淵
、
陳
亮
、
呂
祖
謙
は
既
に
没
し
て
い

た
。
前
著
で
も
引
用
し
た
が
、
朱
熹
の
弟
子
の
陳
淳
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。
「
子

安
所
敘
雖
嫩
、
而
旨
意
已
平
正
。
其
論
閩
浙
湖
湘
江
西
之
学
、
為
門
各
異
、
而

独
有
取
於
閩
学
得
正
伝
之
粋
、
亦
所
主
之
不
差
矣
。
・
・
・
・
且
如
湖
湘
之
学
、

亦
自
濂
洛
而
来
。・
・
・
・
浙
中
之
学
、
有
陳
呂
之
别
。・
・
・
・
若
江
西
之
学
、

則
內
専
拠
禅
家
宗
旨
為
主
、
而
外
復
牽
聖
言
皮
膚
枝
葉
以
文
之
、
别
自
創
立
一

家
。
曰
、
此
吾
所
独
悟
於
孔
孟
未
発
之
秘
旨
、
而
妙
契
乎
尭
舜
千
載
不
伝
之
正

統
者
、
其
実
詖
淫
邪
遁
与
孔
孟
周
程
大
相
背
馳
甚
。
・
・
・
・
所
列
道
学
四
條

之
義
、
安
得
許
多
分
裂
」
（
陳
淳
「
答
西
蜀
史
杜
諸
友
序
文
」
、
『
北
溪
大
全
集
』

三
三
）
。
当
時
の
道
学
に
は
、
閩
学
（
朱
子
学
）
、
湖
湘
の
學
（
湖
南
学
）
、
浙

中
の
學
（
永
康
学
派
の
陳
亮
と
金
華
の
呂
祖
謙
）
、
江
西
の
學
（
陸
九
淵
の
学
）

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
閩
学
を
「
正
伝
の
粋
を
得
た
」
と
す
る
議
論
を
支
持
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
当
時
の
道
学
の
枠
組
み
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

儒教の思想史研究と思想分析―朱子学を中心に―

名
、
或
以
為
好
名
、
或
以
立
異
、
或
以
為
植
党
。
近
創
為
道
学
之
目
。
鄭
丙
倡

之
、
陳
賈
和
之
。
居
要
津
者
、
密
相
付
授
、
見
士
大
夫
有
稍
慕
潔
修
、
麤
能
操
守
、

輒
以
道
学
之
名
帰
之
」
（
葉
適
「
弁
兵
部
郎
官
朱
元
晦
狀
」
、
『
水
心
先
生
文
集
』

二
、
『
道
命
録
』
六
「
葉
正
則
為
晦
庵
先
生
弁
誣
及
論
陳
賈
封
事
」
）
。
「
稍
慕
潔

修
、
麤
能
操
守
」
と
は
、
潔
癖
で
自
己
修
養
を
す
る
人
間
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
儒
教
理
念
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
原
理
主
義
的
傾
向
を
持
つ
者

は
道
学
の
徒
と
さ
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
陸
九
淵
も
時
に
は
道
学
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
世
之
人
所

以
攻
道
学
者
、
亦
未
可
全
責
他
。
蓋
自
家
驕
其
声
色
、
立
門
戸
与
之
為
敵
、
嘵

嘵
謄
口
実
、
有
所
未
孚
、
自
然
起
人
不
平
之
心
。
某
平
日
未
嘗
為
流
俗
所
攻
、

攻
者
却
是
読
語
録
精
義
者
。
程
士
南
（
程
宏
図
）
最
攻
道
学
。
人
或
語
之
以
某
、

程
云
、
道
学
如
陸
某
、
無
可
攻
者
。
又
如
学
中
諸
公
、
義
均
骨
肉
、
蓋
某
𥘉
無

勝
心
、
日
用
常
行
、
自
有
使
他
一
箇
敬
信
処
。
某
旧
日
伊
洛
文
字
不
曽
看
、
近

日
方
看
、
見
其
間
多
有
不
是
」
（
『
語
録
』
下　

第
七
四
条
、
『
象
山
先
生
全
集
』

三
五
）
。
こ
の
語
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
①
道
学
が
門
戸
を

立
て
る
こ
と
（
要
す
る
に
結
社
を
結
ぶ
党
派
性
）
へ
の
警
戒
感
、
②
道
学
で
は

伊
洛
（
二
程
）
の
語
録
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
陸
九
淵
が
以
前
か
ら
二
程

は
読
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
今
で
も
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
弁
明
し
て

い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
陸
九
淵
は
門
戸
を
立
て
た
り
優
位
を

争
う
こ
と
を
一
貫
し
て
嫌
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
姿
勢
が
程
宏
図
に
も
伝
わ
っ

た
ら
し
い
こ
と
、
②
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
道
学
が
二
程
学
派
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
、
③
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
の
言
葉
を
額
面
通
り
信
じ
ら

れ
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
陸
九
淵
は
過
去
に
二
程
の
文
献
に
は
触
れ
て
い
た
こ

と
、
二
程
に
対
す
る
あ
る
程
度
の
評
価
は
持
っ
て
い
た
が
、
程
顥
を
程
頤
よ
り

も
認
め
て
い
た
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
う
ち
党
派
性
に
つ
い
て
は
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①　

広
い
場
合
（
朱
熹
や
湖
南
学
の
み
な
ら
ず
、
陸
九
淵
や
永
嘉
永
康
学
派
、

金
華
学
派
ま
で
含
む
）
。

　

②　

狭
い
場
合
（
朱
熹
、
湖
南
学
の
類
）
。

　

以
前
か
ら
、
当
時
の
思
想
状
況
は
士
大
夫
社
会
の
両
極
に
陸
九
淵
の
心
学
と

永
嘉
永
康
の
事
功
派
が
あ
り
、
そ
の
中
心
に
朱
子
学
が
位
置
し
て
い
る
と
い
う

図
式
で
描
か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
学
派
は
み
な

類
縁
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
当
時
の
思
想
界
の
一
角
に
朱
子
学
、

陸
学
、
事
功
派
が
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
よ
う
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば

陸
九
淵
と
朱
熹
の
間
に
門
人
の
行
き
来
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
陸
九
淵
一

派
と
事
功
派
の
間
に
も
そ
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
次
第
に
勢
力

を
伸
ば
し
、
思
想
界
を
席
巻
し
て
い
く
の
は
も
う
少
し
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

二　

陸
九
淵
学
派
、
永
嘉
永
康
学
派
は
道
学
な
の
か

　

こ
こ
で
陸
九
淵
学
派
と
永
嘉
永
康
学
派
が
道
学
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
更

に
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

陸
九
淵
は
孟
子
以
来
の
絶
学
を
継
承
し
た
こ
と
を
も
っ
て
自
任
し
、
ひ
た
す

ら
『
孟
子
』
を
信
奉
し
て
い
た
。
「
某
嘗
問
、
先
生
之
学
亦
有
所
受
乎
。
曰
、

因
読
孟
子
而
自
得
之
」
（
「
語
録
」
下　

第
三
三
八
条
、
『
象
山
先
生
全
集
』

三
五
）
、「
公
生
而
頴
悟
、
器
識
絶
人
。
与
季
兄
復
斎
講
貫
理
学
、
号
江
西
二
陸
。

其
学
務
窮
本
原
、
不
為
章
句
訓
詁
、
其
持
論
雄
傑
卓
立
、
不
苟
隨
声
趨
和
。
唯

孟
軻
氏
書
是
崇
是
信
」
（
孔
煒
「
文
安
謚
議
（
嘉
定
十
年
三
月
二
十
八
日
聖
旨

時
賜
謚
）
」
、
同
三
三
）
。
陸
九
淵
は
、
孔
孟
以
来
の
絶
学
を
継
承
し
た
と
称
し

た
二
程
と
同
じ
立
場
に
立
つ
と
自
己
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
心
」
を

は
じ
め
陸
九
淵
の
思
想
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
『
孟
子
』
の
用
例
を
も
と
に
し
て
い

る
こ
と
は
も
っ
と
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

彼
は
次
の
語
の
よ
う
に
、
道
学
に
そ
れ
な
り
の
評
価
を
持
っ
て
い
た
が
、
全

面
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
与
姪
孫
濬
書
（
原
注
：
見
前
首
卷
）
。
先
生
有

云
、
学
者
至
本
朝
而
始
盛
、
自
周
茂
叔
発
之
。
又
云
、
韓
退
之
言
、
軻
氏
之
死

不
得
其
伝
、
故
不
敢
誣
後
世
無
賢
者
、
然
直
是
至
伊
洛
諸
公
、
得
千
載
不
伝
之
学
、

但
草
創
未
為
光
明
。
今
日
若
不
大
段
光
明
、
更
幹
当
甚
事
。
又
云
、
二
程
見
茂

叔
後
、
吟
風
弄
月
而
帰
、
有
吾
与
点
也
之
意
。
後
来
明
道
此
意
却
存
、
伊
川
巳

失
此
意
。
又
云
、
元
晦
似
伊
川
、
欽
夫
似
明
道
。
伊
川
蔽
錮
深
、
明
道
却
䟽
通
」（
「
年

譜
」
淳
熙
十
五
年
の
条
、
『
象
山
先
生
全
集
』
三
六
。
こ
こ
で
利
用
さ
れ
て
い

る
文
献
は
「
与
姪
孫
濬
」
、
同
一
、
及
び
「
語
録
」
上　

第
四
三
条
、
同
三
四
、「
語
録
」

上　

第
一
四
五
条
、
同
上
、
『
語
録
』
下　

第
六
五
条
、
同
三
五
）
。
こ
こ
か
ら

は
程
頤
よ
り
も
程
顥
に
対
す
る
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
、
陸
九
淵
は

『
年
譜
』
紹
興
二
十
一
年
の
陸
九
淵
十
三
歳
の
条
（
『
象
山
先
生
全
集
』
三
六
）
、「
語

録
」
上
（
同
三
四
）
の
第
六
三
条
、
第
一
〇
七
条
、
第
一
六
九
条
、
第
二
一
〇

条
で
程
頤
の
易
解
釈
に
つ
い
て
批
判
的
言
辞
を
見
せ
て
い
る

）
13
（

。
先
に
引
用
し
た

陸
九
淵
『
語
録
』
下
の
第
七
四
条
で
は
陸
九
淵
は
自
分
は
以
前
程
頤
の
も
の
を

読
ん
だ
こ
と
が
無
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
が
、
「
先
生
独
謂
簡
曰
、
丱
角
時
、

聞
人
誦
伊
川
語
、
自
覚
若
傷
我
者
。
亦
嘗
謂
人
曰
、
伊
川
之
言
、
奚
為
与
孔
子

孟
子
之
言
不
類
」
（
楊
簡
「
象
山
先
生
行
状
」
、
『
象
山
先
生
全
集
』
三
三
、
「
年

譜
」
紹
興
十
六
年
（
八
歳
）
の
条
、
同
三
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弟
子
の
楊
簡

は
、
陸
九
淵
が
若
年
の
時
に
程
頤
の
語
に
接
し
て
い
る
こ
と
を
証
言
し
て
い
る

の
で
、
誇
張
の
言
で
あ
ろ
う
。
陸
九
淵
の
五
兄
の
陸
九
齢
（
陸
復
斎
）
は
、
も

と
は
二
程
を
尊
重
し
て
い
た
か
ら
（
陸
九
淵
「
全
州
教
授
陸
先
生
行
狀
」
、
『
象

山
先
生
全
集
』
二
七
）
、
陸
九
淵
も
二
程
に
対
し
て
の
知
識
を
若
い
時
か
ら
い

さ
さ
か
な
り
と
も
所
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
陸
九
齢
は
、
鵝
湖
の

会
の
事
前
調
整
で
九
淵
の
意
見
に
同
意
し
（
「
語
録
」
上　

第
二
〇
三
条
、
『
象

日本儒教学会報 六
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山
先
生
全
集
』
三
四
）
、
臨
終
の
時
も
陸
九
淵
の
見
識
を
賛
美
す
る
と
い
う
よ

う
に
（
「
語
録
」
上　

第
二
〇
四
条
、
同
上
）
、
完
全
に
陸
九
淵
側
の
思
想
に
な

る
の
だ
が

）
14
（

。

　

陸
九
淵
は
必
ず
し
も
二
程
学
派
で
は
な
か
っ
た
が
、
問
題
の
立
て
方
や
思
想

の
方
向
性
か
ら
し
て
、
二
程
の
影
響
下
か
ら
登
場
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
先
に
引
用
し
た
孔
煒
が
陸
九
淵
に
諡
の
付
与
を
求
め
た
「
謚
議
」
に
陸

九
淵
兄
弟
を
「
理
学
」
と
言
っ
て
い
る
の
も
考
え
合
わ
せ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
で

は
永
嘉
永
康
学
派
は
ど
う
な
の
か
。

　

永
康
学
派
の
陳
亮
は
呂
祖
謙
と
近
い
関
係
で
あ
り
、
も
と
よ
り
思
想
的
に
通

じ
あ
っ
て
い
た
し
、
二
程
の
門
流
へ
の
評
価
も
持
っ
て
い
た
（
「
伊
洛
正
源
書

序
」
、
「
伊
洛
礼
書
補
亡
序
」
、
「
楊
亀
山
中
庸
解
序
」
、
「
胡
仁
仲
遺
文
序
」
、
「
西

銘
説
」
、
い
ず
れ
も
『
龍
川
文
集
』
二
三
）
。

　

永
嘉
学
派
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
は
も
と
も
と
二
程
の
弟
子
が
輩
出
し
て
い

た
地
域
で
あ
る
。
鄭
伯
熊
は
二
程
の
書
を
刊
行
し
、
薛
季
宣
は
程
頤
の
弟
子
の

袁
溉
に
師
事
し
て
陳
傅
良
が
「
平
生
所
推
尊
濂
渓
伊
洛
数
先
生
而
已
」
（
「
右
奉

議
郎
新
権
発
遣
常
州
借
紫
薛
公
行
状
」
、
『
止
斎
先
生
文
集
』
五
一
）
と
言
う
よ

う
に
二
程
を
尊
崇
し
て
い
た
。
そ
の
陳
傅
良
も
鄭
伯
熊
の
祭
文
で
「
嗚
呼
道
之

不
明
、
亦
既
千
載
。
宋
興
用
儒
涵
育
数
世
。
故
経
術
盛
於
伊
洛
、
而
王
化
行
乎

元
祐
之
際
」
（
「
祭
鄭
龍
図
」
、
『
止
斎
先
生
文
集
』
四
五
）
と
、
宋
代
に
お
け
る

経
術
興
起
の
代
表
と
し
て
道
学
を
挙
げ
る
。
葉
適
と
な
る
と
程
頤
に
批
判
を
見

せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
総
じ
て
二
程
学
派
か
ら
展
開
し
て
、
時
に
そ
こ
か
ら
は

ず
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
陸
九
淵
と
永
嘉
永
康
学
派
は
、
道
学
の
影
響
下
に
登
場
し
、
時

に
道
学
の
流
れ
、
時
に
非
道
学
と
見
な
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
狭
義

の
道
学
で
は
な
い
が
、
広
義
の
道
学
に
は
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

三　

道
学
と
そ
の
周
辺
の
政
治
的
立
場

　

広
義
の
道
学
の
人
々
は
、
思
想
上
に
差
異
が
あ
り
な
が
ら
、
政
治
的
立
場
で

は
同
調
し
て
い
た
。
余
英
時
『
朱
熹
的
歷
史
世
界 

宋
代
士
大
夫
政
治
文
化
的

研
究
』
上
・
下 

（
允
晨
文
化
實
業
股
份
有
限
公
司
、 

二
〇
〇
三
）
で
は
、
理
学

集
団
と
官
僚
集
団
の
対
立
を
言
う
。
こ
の
官
僚
集
団
と
は
、
王
淮
が
執
政
の
時

に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
葉
適
の
言
う
「
要
津
に
居
る
者
」
で
、
具
体

的
に
は
台
諫
（
陳
賈
、
蒋
継
周
な
ど
）
、
給
舎
（
王
信
な
ど
）
、
卿
弐
（
鄭
丙
、

林
栗
な
ど
）
、
参
政
（
謝
廓
然
な
ど
）
か
ら
執
政
（
王
淮
）
ま
で
を
含
む
。
官

僚
集
団
と
は
一
般
の
官
僚
を
広
く
指
す
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
集
団
の
背
後

に
は
一
般
の
官
僚
が
い
た
と
言
う
。
ま
た
余
氏
は
士
大
夫
が
中
央
に
出
て
行
く

の
に
は
二
つ
の
方
式
が
あ
っ
た
と
す
る
。
一
つ
は
直
接
中
央
の
権
力
中
枢
に
入

り
君
を
補
佐
し
て
統
治
す
る
方
式
、
も
う
一
つ
は
地
方
官
と
し
て
地
域
で
の
秩

序
再
建
を
図
り
直
接
「
民
を
沢
す
」
と
い
う
方
式
で
あ
り
、
道
学
者
は
も
と
も

と
は
後
者
で
あ
っ
た
と
言
う

）
15
（

。

　

こ
こ
で
陸
九
淵
の
政
治
活
動
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
な

お
こ
の
箇
所
は
前
著
で
は
論
じ
て
い
な
い
。
）

① 

兄
の
陸
九
韶
が
朱
熹
の
社
倉
を
受
け
継
い
で
地
元
の
社
倉
を
運
営
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
陸
九
淵
は
更
に
平
糴
倉
の
必
要
を
言
う
。

② 

租
税
納
税
方
法
に
つ
い
て
の
提
言
。

③ 

官
人
と
胥
吏
の
関
係
を
問
題
に
し
て
胥
吏
の
抑
制
を
主
張
。

④ 

簿
書
の
重
要
性
を
言
い
、
そ
の
管
理
に
は
士
大
夫
も
関
わ
る
べ
き
だ
と

主
張
。

⑤ 

王
安
石
に
対
し
て
、
そ
の
学
問
や
具
体
的
政
策
を
批
判
し
な
が
ら
も

そ
の
志
を
評
価
す
る
（
「
荊
国
王
文
公
祀
堂
記
」
、
『
象
山
先
生
全
集
』
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一
九
、
「
与
薛
象
先
」
、
同
一
三
、
「
語
録
」
下　

第
七
六
条
、
同
三
五

な
ど
）
。

⑥ 
荊
州
で
は
防
衛
の
た
め
の
城
壁
建
築
と
易
簡
の
政
治
を
行
い
、
ま
た
政

治
論
と
し
て
「
洪
範
」
の
皇
極
の
講
義
を
行
う
。

⑦ 

皇
帝
に
上
奏
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
り
直
接
の
や
り
と
り
を
行
う
（
「
刪
定

官
輪
対
劄
子
」
、
『
象
山
先
生
全
集
』
一
八
、
「
語
録
」
下　

第
九
四
条
、

同
三
五
）
。

⑧ 

読
む
べ
き
も
の
と
し
て
『
漢
書
』
食
貨
志
、
『
周
礼
』
考
工
記
と
い
っ

た
経
済
や
技
術
関
係
の
も
の
も
あ
げ
て
い
る
（
「
語
録
」
下　

第

二
八
五
条
、
『
象
山
先
生
全
集
』
三
五
）
。
『
周
礼
』
を
全
て
肯
定
し
て

は
い
な
い
が
、
二
十
四
歳
の
時
に
は
受
験
対
策
も
あ
り
『
周
礼
』
で
郷

挙
を
受
験
し
た
。

　

こ
の
う
ち
①
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
、
陸
九
淵
は
社
倉
法
だ

け
で
は
不
備
と
し
、
平
糴
倉
の
必
要
を
言
う
。
「
某
切
見
郷
来
趙
丈
挙
行
社
倉
、

敝
里
亦
立
一
倉
、
委
梭
山
家
兄
主
其
事
。
某
頗
有
所
未
安
者
、
昨
亦
嘗
稟
聞
愚
見
、

以
為
莫
若
為
平
糴
一
倉
以
輔
之
、
乃
可
長
久
。
平
糴
則
可
独
行
、
社
倉
未
必
可

独
行
也
。
杜
倉
施
於
常
熟
郷
乃
可
久
、
田
不
常
熟
、
則
歉
歳
之
後
、
無
補
於
賑

䘏
。
平
糴
則
豊
時
可
以
受
農
民
之
粟
、
無
價
賤
傷
農
之
患
、
歉
時
可
以
摧
富
民

閉
廩
騰
價
之
計
、
政
使
独
行
、
亦
為
長
利
。
今
以
輔
社
倉
之
所
不
及
而
彌
縫
其

欠
、
又
両
尽
善
矣
」
（
「
与
黃
監
」
、
『
象
山
先
生
全
集
』
九
）
。
こ
こ
に
あ
る
の

は
そ
の
地
が
「
常
熟
」
で
は
な
い
と
い
う
彼
の
地
元
に
対
す
る
具
体
的
状
況
認

識
で
あ
る
。
陸
九
淵
の
一
族
は
地
元
で
薬
種
業
を
営
ん
で
い
た
。「
吾
家
素
無
田
、

蔬
圃
不
盈
十
畝
、
而
食
指
以
千
数
、
仰
薬
寮
以
生
。
伯
兄
総
家
務
、
仲
兄
治
薬
寮
、

公
授
徒
家
塾
、
以
束
脩
之
饋
補
其
不
足
」
（
「
陸
修
職
墓
表
」
、『
象
山
先
生
全
集
』

二
八
）
と
言
う
よ
う
に
、
長
兄
の
陸
九
思
が
家
務
を
統
括
し
、
次
兄
の
陸
九
叙

が
薬
種
業
を
運
営
、
三
兄
の
陸
九
臯
が
家
塾
で
束
脩
を
取
っ
て
い
た
。
こ
の
う

ち
次
兄
の
陸
九
叙
が
専
念
し
た
薬
種
業
が
家
計
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

次
の
語
か
ら
わ
か
る
。
「
家
素
貧
、
無
田
業
、
自
先
世
為
薬
肆
以
養
生
。
兄
弟

六
人
、
公
居
次
、
伯
叔
氏
皆
従
事
場
屋
、
公
独
総
薬
肆
事
、
一
家
之
衣
食
百
用
、

尽
出
於
此
。
子
弟
僕
役
分
役
其
間
者
甚
衆
、
公
未
嘗
屑
屑
於
稽
検
伺
察
、
而
人

莫
有
欺
之
者
」
（
「
宋
故
陸
公
墓
誌
」
、
『
象
山
先
生
全
集
』
二
八
）
。
た
だ
陸
九

淵
は
、
家
業
の
財
務
は
兄
弟
が
三
年
輪
番
で
行
い
陸
九
淵
自
身
も
一
時
担
当
し

て
い
た
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
言
う
。
「
吾
家
合
族
而
食
、
毎
輪
差
（
輪
番
に
し
て
）

子
弟
掌
庫
三
年
。
某
適
当
其
職
、
所
学
大
進
、
這
方
是
執
事
敬
」
（
「
語
録
」
上　

第
二
〇
五
条
、
『
象
山
先
生
全
集
』
三
四
）
。
大
家
族
の
中
で
の
経
理
が
、
敬
の

修
養
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
陸
九
淵
の
こ
の
経
験
は
い
わ
ば
納
税
者
の

立
場
か
ら
地
方
行
政
を
見
る
目
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
彼
の
税
法

へ
の
提
言
な
ど
に
現
れ
て
い
る
。
友
枝
龍
太
郎
氏
は
、
朱
熹
が
地
方
官
ま
わ
り

を
し
て
い
た
の
に
対
し
、
陸
九
淵
は
大
家
族
で
定
住
し
て
い
た
か
ら
、
陸
九
淵

に
は
物
理
の
追
究
が
薄
く
心
学
的
で
あ
る
と
し
た
が
、
こ
れ
は
多
分
に
既
存
の

心
学
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
大
家
族
と
を
単
純
に
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
い
る
感

が
あ
る

）
16
（

。
陸
九
淵
の
地
元
で
の
経
験
は
晩
年
の
荊
門
軍
知
事
時
代
の
行
政
に
も

活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

朱
熹
と
政
敵
（
唐
仲
友
、
林
栗
）
と
の
対
決
に
対
し
て
は
、
陸
九
淵
は
次
の

よ
う
に
朱
熹
を
支
持
し
て
い
る
。
「
朱
元
晦
在
浙
東
、
大
節
殊
偉
、
劾
唐
与
正
（
唐

仲
友
）
一
事
、
尤
快
衆
人
之
心
。
百
姓
甚
惜
其
去
、
雖
士
大
夫
議
論
中
間
不
免

紛
紜
、
今
其
是
非
巳
漸
明
白
」
（
「
与
陳
倅
」
一
、『
象
山
先
生
全
集
』
七
）
、「
然

呉
洪
章
中
、
乃
為
唐
仲
友
雪
屈
、
波
及
朱
元
晦
、
謂
以
洪
醞
釀
、
竟
成
大
獄
、

致
仲
友
以
曖
昧
去
、
議
者
𡨚
之
、
此
尤
可
笑
」
（
「
与
勾
熙
載
」
、
同
七
）
、
「
伏

自
夏
中
拜
書
（
淳
煕
十
五
年
の
書
簡
、
今
の
『
朱
子
文
集
』
に
無
い
）
、
尋
聞
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得
対
（
六
月
に
朱
熹
は
延
和
殿
で
天
子
と
面
対
）
、
方
深
賛
喜
。
冐
疾
遽
興
（
林

栗
の
弾
劾
）
、
重
為
駭
嘆
。
賢
者
進
退
、
綽
綽
有
裕
。
所
甚
惜
者
、
為
世
道
耳
」

（
「
与
朱
元
晦
」
二
、
同
二
）
。
政
治
的
立
場
の
同
調
性
は
看
取
で
き
よ
う
。

　

朱
熹
や
陸
九
淵
、
張
栻
、
呂
祖
謙
、
陳
亮
、
陳
傅
良
の
間
に
は
弟
子
の
往
来

が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
陳
正
己
（
陸
九
淵
の
弟
子
で
、
後
に
呂
祖
謙
、
陳
亮
に

学
ぶ
）
、
包
揚
、
包
約
、
包
遜
（
朱
陸
を
行
き
来
す
る
）
、
朱
熹
、
張
栻
に
も
学

び
、
陳
傅
良
と
切
磋
し
、
陸
九
淵
の
評
価
が
最
も
高
い
弟
子
で
あ
っ
た
傅
夢
泉

（
傅
子
淵
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

繰
り
返
す
が
、
朱
熹
と
陸
九
淵
、
呂
祖
謙
、
事
功
派
（
永
嘉
・
永
康
学
派
）

ら
は
類
縁
関
係
に
あ
り
、
い
わ
ば
相
互
に
リ
ン
ク
し
た
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
道
学
側
（
陸
学
派
や
永
嘉
永
康
学
派
を
含
む

広
義
の
方
）
と
反
道
学
側
の
政
治
的
対
立
の
要
素
を
ま
と
め
て
お
く
。

① 

政
治
的
立
場
の
差
。
地
方
行
政
の
場
で
の
揉
み
合
い
。

② 

人
間
関
係
。

③ 

科
挙
を
通
し
て
の
道
学
の
影
響
力
の
拡
大
と
そ
れ
に
対
す
る
反
道
学
側

の
危
惧
。

④ 

道
学
側
が
皇
帝
の
懐
に
飛
び
込
む
帝
王
学
を
標
榜
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

皇
帝
を
教
化
し
、
皇
帝
が
行
う
人
事
の
適
正
化
（
実
際
に
は
道
学
者
が

評
価
す
る
者
の
登
用
）
を
図
る
の
に
対
し
、
反
道
学
側
が
反
発
し
た
こ

と
。

　

四　

朱
熹
の
営
為
の
目
的
と
方
式

　

筆
者
は
朱
熹
の
生
涯
の
課
題
は
次
の
二
項
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
繰
り
返
し

述
べ
て
き
た

）
17
（

。

　

①　

士
大
夫
社
会
に
お
け
る
道
学
の
市
民
権
の
獲
得

　

②　

道
学
の
内
部
統
一

　

朱
熹
の
主
著
は
『
四
書
集
注
』
で
あ
る
が
、
こ
の
書
の
制
作
意
図
は
、
①
道

学
の
経
注
作
成
を
通
し
て
士
大
夫
社
会
に
於
て
道
学
に
市
民
権
を
与
え
る
、
②

道
学
系
儒
者
を
中
心
と
し
た
「
集
注
」
と
い
う
形
を
あ
え
て
取
っ
た
よ
う
に

（
道
学
対
立
者
も
若
干
含
む
が
）
、
道
学
内
部
の
『
四
書
』
解
釈
の
統
一
を
す
る
、

と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
朱
熹
は
『
精
義
』
や
『
輯
略
』
の
類
で

道
学
の
四
書
解
釈
資
料
を
総
編
集
し
、
『
或
問
』
で
そ
の
中
の
解
釈
の
差
を
検

討
す
る
と
い
う
よ
う
な
周
到
さ
を
見
せ
て
い
る
。

　

ま
た
同
時
に
『
程
氏
遺
書
』
や
『
程
氏
外
書
』
で
は
、
ま
ず
能
う
る
限
り
二

程
の
語
録
を
収
集
し
、
そ
れ
か
ら
『
近
思
録
』
、
『
伊
洛
淵
源
録
』
な
ど
を
通
し

て
道
学
と
し
て
統
一
的
な
二
程
観
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
。

　

な
お
語
録
に
つ
い
て
言
う
と
、
二
程
の
語
録
が
口
語
で
あ
る
こ
と
は
士
大
夫

社
会
で
今
一
つ
認
知
を
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
湖

南
学
の
胡
宏
の
語
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
曰
、
程
氏
兄
弟
、
明
道
先
生

伊
川
先
生
也
。
或
者
笑
曰
、
其
為
言
也
不
文
。
世
人
莫
之
好
也
」
（
胡
宏
「
程

子
雅
言
前
序
」
）
。
「
文
な
ら
ず
」
と
は
文
語
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
士
大
夫
の
反
応
を
意
識
し
て
、
湖
南
学
で
は
口
語
を
文
語
に
す
る

こ
と
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
朱
熹
が
証
言
し
て
い
る
。
「
胡
明
仲
（
胡
寅
）
文
伊

川
之
語
而
成
書
、
凡
五
日
而
畢
。
世
伝
河
南
夫
子
書
、
乃
其
略
也
」（
『
朱
子
語
類
』

九
七　

第
一
〇
条
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
以
前
書
い
た
論
文
や
著
作
で
取
り
上

げ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
論
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
あ
え
て
記
し
て
お
く

）
18
（

。
ま

た
そ
の
具
体
例
も
既
に
以
前
の
論
文
で
挙
げ
て
き
た
が
、
重
要
な
こ
と
な
の
で
、

そ
の
う
ち
の
一
例
を
再
度
掲
げ
て
お
く

）
19
（

。

　

例
Ａ
『
程
氏
遺
書
』
一
八　

第
八
九
条

問
、
人
之
形
体
有
限
量
、
心
有
限
量
否
。
曰
、
論
心
之
形
、
則
安
得
無

儒教の思想史研究と思想分析―朱子学を中心に―
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限
量
。
又
問
、
心
之
妙
用
有
限
量
否
。
曰
、
自
是
人
有
限
量
。
以
有
限

之
形
、
有
限
之
気
、
苟
不
通
（
原
注
：
一
作
用
）
之
以
道
、
安
得
無
限

量
。
孟
子
曰
、
尽
其
心
、
知
其
性
。
心
即
性
也
。
在
天
為
命
、
在
人
為
性
、

論
其
所
主
為
心
、
其
実
只
是
一
個
道
。
苟
能
通
之
以
道
、
又
豈
有
限
量
。

天
下
更
無
性
外
之
物
。
若
云
有
限
量
、
除
是
性
外
有
物
始
得
。

　

例
Ｂ
『
程
氏
粋
言
』
二
「
心
性
篇
」
第
一
条

劉
安
節
問
、
心
有
限
量
乎
。
曰
、
天
下
無
性
外
之
物
。
以
有
限
量
之
形

氣
用
之
、
不
以
其
道
、
安
能
広
大
其
心
也
。
心
則
性
也
、
在
天
為
命
、

在
人
為
性
、
所
主
為
心
、
実
一
道
也
。
通
乎
道
、
則
何
限
量
之
有
。
必

曰
有
限
量
、
是
性
外
有
物
乎
。

　

例
Ａ
は
「
劉
元
承
（
劉
安
節
）
手
編
」
、
つ
ま
り
永
嘉
の
劉
安
節
が
編
集
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
例
Ｂ
で
は
「
劉
安
節
問
ふ
」
と
い
う
問
答
の

形
に
な
お
し
た
う
え
で
文
語
化
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
程
氏
粋
言
』
は
楊

時
の
編
集
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
、
湖
南
学
で
作
成
さ
れ
た
も

の
と
推
測
で
き
る

）
20
（

。
「
若
云
有
限
量
、
除
是
性
外
有
物
始
得
」
と
口
語
の
「
除

是･
･
･
･

始
得
」
が
使
わ
れ
て
い
た
も
の
が
「
必
曰
有
限
量
、
是
性
外
有
物
乎
」

と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
に
こ
の
修
正
の
特
質
が
わ
か
り
や
す
く

見
え
る
で
あ
ろ
う
。
士
大
夫
社
会
の
認
知
を
得
る
こ
と
に
道
学
者
た
ち
が
心
を

砕
い
た
目
覚
ま
し
い
例
で
あ
る
。
し
か
し
朱
熹
は
口
語
の
文
語
化
に
は
反
対
で

あ
っ
た
。
先
稿
と
議
論
が
重
複
す
る
の
で
要
点
だ
け
言
う
と
、
例
え
ば
「
心
生

道
也
。
此
句
是
張
思
叔
（
張
繹
）
所
記
、
疑
有
欠
闕
処
。
必
是
当
時
改
作
行
文
、

所
以
失
其
文
意
」
（
『
朱
子
語
類
』
九
五　

第
九
四
条
）
と
あ
る
よ
う
に
程
頤
晩

年
の
弟
子
の
張
繹
が
記
録
し
た
程
頤
の
語
は
文
語
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と

は
「
張
思
叔
語
録
多
作
文
、
故
有
失
其
本
意
処
。
不
若
只
録
語
録
為
善
」
（
『
朱

子
語
類
』
九
七　

第
七
条
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
現
れ
て
い
る
。
先
の
『
朱
子

語
類
』
九
五
の
第
九
四
条
の
中
に
あ
る
程
頤
の
語
の
「
心
生
道
也
」
と
い
う
文

語
を
朱
熹
は
「
人
得
那
生
底
道
理
、
所
謂
心
生
道
也
」
（
『
朱
子
語
類
』
五
三　

第
九
〇
条
）
と
口
語
で
読
み
解
い
て
い
る
か
ら
、
「
心
は
生
の
道
な
り
」
と
読

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
語
は
「
心
は
道
を
生
ず
る
」
と
も
読
め
て
し

ま
い
、
意
味
を
一
義
的
に
決
定
し
難
い
。
も
と
口
語
で
あ
っ
た
の
を
文
語
に
す

る
と
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
と
朱
熹
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
宋
に

は
道
学
以
外
で
も
語
録
を
編
集
さ
れ
た
儒
者
が
い
た
が
（
徐
積
、
范
仲
淹
、
劉

敞
、
胡
瑗
な
ど
）
、
そ
れ
ら
は
文
語
で
あ
っ
た
。
口
語
の
語
録
と
言
え
ば
禅
宗

で
あ
り
、
先
に
見
た
道
学
批
判
に
あ
っ
た
よ
う
な
宗
教
性
を
感
じ
さ
せ
が
ち
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
道
学
の
中
に
は
湖
南
学
の
よ
う
に
語
録
を
文
語
化
す
る
こ

と
で
士
大
夫
社
会
の
認
知
を
得
た
い
と
い
う
者
た
ち
も
い
た
の
で
あ
る
が
、
朱

熹
は
そ
れ
で
も
、
意
味
を
一
つ
に
決
定
し
や
す
い
口
語
語
録
を
棄
て
る
べ
き
で

は
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
道
学
の
経
典
で
あ
る
二
程
の
語

録
の
文
体
に
対
す
る
姿
勢
の
分
岐
も
、
道
学
内
で
は
生
じ
て
い
た
。

　

ま
た
朱
熹
の
時
代
、
理
気
心
性
の
細
か
い
議
論
の
射
程
距
離
が
ど
こ
ま
で
で

あ
っ
た
か
の
検
証
も
必
要
で
あ
る
。
我
々
が
朱
熹
の
思
想
を
論
ず
る
時
に
『
朱

子
文
集
』
に
収
め
ら
れ
た
膨
大
な
書
簡
の
う
ち
、
巻
三
十
か
ら
巻
六
十
四
に
ま

と
め
ら
れ
た
問
答
類
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
ご
く
お
お
ま
か
に
言
っ
て

こ
の
部
分
の
書
簡
の
宛
先
の
面
々
が
か
か
る
議
論
が
届
く
範
囲
で
あ
っ
た
。
朱

熹
没
後
、
朱
子
学
が
士
大
夫
全
般
の
基
礎
教
養
と
な
っ
た
状
況
と
は
異
な
る
の

で
あ
る
。

　

朱
熹
は
体
用
概
念
の
広
範
な
使
用
に
よ
っ
て
、
先
人
道
学
者
た
ち
の
思
想
を

整
理
し
批
判
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
道
学
本
来
の
議
論
の
特
色
が
一
部
消
滅
し
た
。

程
顥
は
「
理
」
の
一
字
に
二
、
三
重
の
意
味
を
込
め
た
が
そ
の
よ
う
な
方
式
を

継
承
し
た
の
は
湖
南
学
の
「
性
」
の
三
重
の
使
用
だ
っ
た
と
言
え
る
。
彼
ら
に

日本儒教学会報 六
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と
っ
て
理
や
性
は
、
意
味
を
固
定
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
修
養
の
際
の
目
安

と
し
て
意
識
す
る
も
の
で
あ
り
、
境
地
の
深
ま
り
と
と
も
に
同
じ
語
の
意
味
が

変
容
し
て
い
く
。
朱
熹
は
か
か
る
理
や
性
を
分
析
的
に
概
念
整
理
す
る
。
理
に

「
実
理
」
と
そ
う
で
は
な
い
理
が
あ
る
と
し
た
り
、
性
の
意
味
を
二
分
し
た
り

し
て
い
る
が
、
特
に
広
義
と
狭
義
に
よ
る
概
念
整
理
は
朱
熹
が
常
用
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
朱
熹
は
湖
南
学
な
ど
先
輩
道
学
者
の
使
用
す
る
概

念
を
し
ば
し
ば
一
義
的
に
決
め
つ
け
て
批
判
を
加
え
た
。
そ
の
た
め
に
時
に
批

判
内
容
と
批
判
対
象
の
間
に
齟
齬
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

）
21
（

。

　

朱
熹
は
自
身
を
道
学
の
集
大
成
者
と
位
置
づ
け
た
。
そ
の
道
学
史
観
は
、
あ

く
ま
で
も
朱
熹
の
言
説
を
支
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
朱
熹
の
思

想
分
析
の
重
要
な
材
料
に
は
な
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
思
想
史
の
定
論
と
す
べ

き
で
は
な
い
。
思
想
史
は
刻
々
の
状
況
を
そ
の
状
況
に
即
し
て
把
握
し
、
そ
れ

の
展
開
の
経
緯
を
追
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
か
ら
、
中
国
の
歴
代

の
思
想
史
叙
述
は
そ
れ
を
吐
き
出
し
た
者
の
正
統
性
の
主
張
の
た
め
に
作
ら
れ

た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
き
た
。
道
統
論
は
朱
熹
の
儒
学
史
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
な
仏
教
や
道
教
に
対
す
る
儒
教
の
正
統
性
を

鳴
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
儒
教
に
お
け
る
道
学
の
正
統
性
と
道
学
内
部
の
朱
子

学
の
正
統
性
の
主
張
で
あ
っ
た

）
22
（

。
こ
の
道
統
論
は
朱
熹
の
思
想
分
析
の
際
に
問

題
に
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
不
可
侵
の
思
想
史
と
し
て
前
提
と
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
ま
ず
そ
の
時
代
の
思
想
状
況
の
実
際
、
次
に
そ
の
思
想
状
況
が
後

世
ど
の
よ
う
に
記
憶
さ
れ
た
か
の
様
相
、
そ
し
て
そ
の
記
憶
化
の
も
と
に
い
か

に
思
想
家
が
自
分
の
立
場
を
位
置
づ
け
た
の
か
、
こ
の
三
つ
を
弁
別
し
て
把
握

し
て
こ
そ
思
想
史
の
実
像
に
近
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　

五　

朱
熹
の
思
想
の
後
世
の
展
開

　

こ
こ
で
筆
者
の
宋
以
後
の
思
想
史
の
ご
く
大
ま
か
な
把
握
を
述
べ
た
い
。
中

国
思
想
史
は
類
似
し
た
波
動
を
繰
り
返
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
。
宋
代
で
も
そ

う
で
あ
る
。

① 

仁
宗
朝
の
慶
暦
士
大
夫
は
、
実
権
を
握
っ
て
き
た
守
旧
派
に
対
抗
し
た

が
、
そ
の
際
に
士
大
夫
の
存
在
意
義
の
根
源
を
儒
教
に
見
出
し
、
天
人

性
命
を
論
ず
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
。
つ
ま
り
天
人
性
命
を
論
ず
る
こ

と
自
体
が
党
派
的
で
あ
っ
た
。

② 

次
の
世
代
に
な
る
と
天
人
性
命
を
論
ず
る
改
革
派
が
士
大
夫
世
界
の

主
流
に
な
り
、
今
度
は
天
人
性
命
を
ど
う
議
論
し
て
い
る
か
が
問
題
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
王
安
石
や
司
馬
光
一
派
、
道
学
、
三
蘇
な
ど
の
思
想

的
対
立
が
生
ま
れ
た
。

③ 

道
学
が
士
大
夫
社
会
の
主
流
に
な
っ
て
い
く
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
今
度

は
道
学
的
議
論
の
分
岐
が
対
立
の
焦
点
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

北
宋
の
道
学
登
場
以
来
、
明
末
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
宋
明
理
学
を
大
き
な
思
想

潮
流
と
見
る
見
方
が
あ
る

）
23
（

。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
大
枠
と
し
て
意
味
が
あ
り
、

そ
れ
を
も
と
に
朱
熹
以
後
の
思
想
の
流
れ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
概
括

す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

朱
熹
は
、
最
終
的
な
理
の
具
体
的
内
容
の
決
定
に
関
し
て
は
法
則
化
し
え
ず
。

そ
れ
ゆ
え
実
際
に
は
一
つ
の
事
態
に
複
数
の
理
が
考
え
ら
れ
て
し
ま
う
事
態
が

発
生
し
た
。
特
に
客
観
的
理
性
的
判
断
か
ら
だ
け
で
は
価
値
の
問
題
の
判
定
に

は
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
既
存
の
秩
序
観
や
現
実
の
権
威
へ
の
傾
斜
（
い
わ

ゆ
る
体
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
）
、
心
の
実
感
（
い
わ
ゆ
る
心
学
）
、
気
の
ゆ
く

え
（
い
わ
ゆ
る
気
の
思
想
）
な
ど
を
理
の
具
体
的
内
容
決
定
の
決
め
手
に
す
る

各
種
の
思
想
が
登
場
し
た
。
心
の
実
感
を
理
の
内
容
と
す
る
陽
明
学
も
、
こ
の

よ
う
な
動
向
の
中
か
ら
登
場
し
た
の
で
あ
る

）
24
（

。

儒教の思想史研究と思想分析―朱子学を中心に―



- 12 -

　
　
　
　

Ⅱ　

思
想
分
析

　

一　

従
来
の
朱
熹
の
思
想
分
析

　

次
に
思
想
分
析
の
方
に
議
論
を
移
し
た
い
。
既
に
冒
頭
で
あ
る
程
度
ま
で
筆

者
の
方
針
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
最
小
限
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

　

ま
ず
最
初
に
必
要
な
の
は
、
思
想
史
研
究
の
場
合
と
同
じ
く
、
朱
熹
の
も
の

は
朱
熹
に
か
え
す
と
い
う
あ
ま
り
に
も
常
識
的
な
姿
勢
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。

朱
熹
の
思
想
の
把
握
は
、
朱
熹
の
原
資
料
か
ら
朱
熹
自
身
の
文
脈
に
沿
っ
て
思

想
を
再
構
成
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
後
世
の
朱
熹
研
究
は
と
も
す
れ
ば

自
己
の
問
題
意
識
や
後
世
定
式
化
さ
れ
た
朱
子
学
観
か
ら
朱
熹
を
み
つ
め
そ
の

思
想
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
思
想
史
的
意
味
は
あ
る

が
、
朱
熹
の
原
像
研
究
と
し
て
は
留
保
を
つ
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
私
が
道

学
研
究
を
始
め
た
院
生
時
代
の
程
頤
に
関
す
る
論
文
も
こ
の
原
像
追
求
の
産
物

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
あ
る
高
名
な
大
家
が
筆
者
に
、
朱
熹
ほ
ど
の
人

の
捉
え
た
程
頤
像
を
安
易
に
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
っ
た
趣
旨
の
こ
と
を

筆
者
に
語
っ
た
。
朱
熹
は
偉
大
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
こ
れ
と
は
別
な
の
は
言

う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
朱
熹
自
身
の
思
想
の
研
究
も
こ
の
場
合
と
同
じ
く
、
朱

熹
自
身
に
沿
う
こ
と
こ
そ
が
出
発
点
で
あ
る
。
朱
熹
に
即
し
た
研
究
と
は
、
先

に
も
述
べ
た
が
、
朱
熹
が
い
か
な
る
問
題
意
識
か
ら
ど
の
よ
う
な
思
想
的
主
張

を
行
っ
た
か
、
ま
た
い
か
な
る
前
提
を
持
っ
て
い
た
か
、
更
に
議
論
の
有
効
性

を
ど
こ
に
求
め
て
い
た
か
を
看
取
し
つ
つ
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
朱
熹
が
自
己
の
思
想
の
構
築
に
あ
た
っ
て
何
を
意
識
し
て
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
の
把
握
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
前
述
の
思
想
史
研
究
の

成
果
で
あ
る
。
朱
熹
当
時
の
思
想
状
況
の
把
握
す
る
こ
と
は
、
宋
明
理
学
史
の

類
が
陥
り
が
ち
な
後
世
の
展
開
を
も
と
に
当
初
の
状
況
を
決
め
つ
け
る
と
い
う

論
法
か
ら
脱
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
（
同
時
に
思
想
史
研
究
も
個
々
の
思

想
分
析
の
蓄
積
を
も
と
に
し
て
こ
そ
精
度
が
上
が
る
が
。
）
朱
熹
が
置
か
れ
て

い
た
思
想
環
境
を
把
握
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
も
と
に
朱
熹
の
発
言
を
捉
え
直
す

こ
と
を
行
っ
て
い
く
と
、
後
に
朱
子
学
の
教
学
と
し
て
の
整
合
性
を
図
る
た
め

に
議
論
が
沸
騰
し
た
論
題
、
例
え
ば
理
気
先
後
、
人
物
性
同
異
の
類
は
、
門
人

た
ち
は
と
も
か
く
も
、
朱
熹
自
身
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
喫
緊
の
課
題
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
著
で
論
じ

た
の
で
繰
り
返
さ
な
い

）
25
（

。

　

例
え
ば
朱
熹
の
性
即
理
は
、
王
守
仁
の
心
即
理
と
の
対
抗
関
係
の
中
で
議
論

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
王
守
仁
の
先
駆
と
し
て
陸
九
淵
の
心
即
理
が
朱
熹

と
対
比
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
既
に
常
識
に
属
す
る
が
、
陸
九
淵
が
こ
の
語
を

使
用
し
て
い
る
の
は
一
箇
所
の
み
で
あ
る
（
「
与
李
宰
」
二
、『
象
山
先
生
全
集
』

一
一
）
。
こ
の
よ
う
な
後
世
の
類
型
化
か
ら
思
想
を
規
定
す
る
こ
と
は
中
国
思

想
史
で
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
古
代
で
言
え
ば
荀
子
は
性
悪
と
い
う
語
を
「
性
悪

篇
」
で
し
か
使
用
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
後
の
性
説
の
中
で
は
こ
れ
が
荀
子
の

主
張
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
固
定
化
し
、
そ
れ
で
荀
子
の
思
想
を
云
々
す
る

の
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
、
朱
熹
の
正
統
論
を
華
夷
の
弁
や
道

徳
的
に
捉
え
る
な
ど
こ
と
な
ど
も
後
世
の
朱
子
学
の
通
念
の
産
物
で
あ
る
。
朱

熹
の
正
統
認
定
の
基
準
に
華
夷
は
無
い
し
、
道
義
の
有
無
も
問
題
に
さ
れ
て
い

な
い
が
、
こ
れ
も
既
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

）
26
（

。

　

ま
た
近
代
以
後
、
西
欧
思
想
へ
の
対
抗
意
識
か
ら
、
朱
熹
の
思
想
に
西
欧
流

の
哲
学
性
を
過
度
に
求
め
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
朱
熹
の
思
想
は
、
整

合
的
な
世
界
解
釈
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
聖
人
へ
の
到
達
に
有
効

な
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
。
本
体
論
か
ら
派
生
的
に
工
夫
論
（
学

日本儒教学会報 六
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問
修
養
論
）
が
出
て
く
る
の
で
は
な
く
、
工
夫
論
の
根
拠
付
け
た
め
に
本
体
論

的
議
論
（
中
国
に
本
体
論
が
あ
っ
た
か
と
い
う
議
論
は
こ
の
際
措
く
）
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
朱
熹
の
理
気
論
な
る
も
の
も
聖
人
を
目
指
す
人
間
に
と
っ

て
有
効
に
機
能
す
る
思
想
な
の
で
あ
る
。
万
事
万
象
を
理
と
気
に
分
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
間
は
心
の
現
状
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
る
手
立
て
が
得
ら
れ

る
。
ま
た
理
論
展
開
の
中
に
修
養
体
験
を
織
り
込
ん
で
い
る
こ
と
、
岡
田
武
彦

氏
流
に
言
え
ば
「
体
認
の
学
」
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ち
な
み
に
現
代

に
お
け
る
朱
子
学
と
い
う
論
題
の
も
の
に
魅
力
的
な
も
の
が
無
い
の
は
、
誰
で

も
聖
人
に
な
れ
る
と
い
う
前
提
へ
の
信
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
よ
く
あ
る
格
言
の
羅
列
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う

）
27
（

。
有
名
な
荒
木
見
悟
氏
の
本

来
性
と
現
実
性
と
い
う
図
式
も
、
誰
で
も
聖
人
に
な
れ
る
と
い
う
前
提
の
枠
内

で
有
効
で
あ
る
こ
と
は
既
に
論
じ
た

）
28
（

。
西
順
蔵
氏
が
荒
木
氏
に
対
す
る
書
評
で
、

こ
の
図
式
自
体
を
荒
木
氏
が
普
遍
的
な
も
の
と
見
て
自
己
の
信
条
と
し
て
い
る

か
を
問
題
に
し

）
29
（

、
荒
木
氏
は
以
後
そ
れ
を
問
題
意
識
と
し
て
抱
え
て
い
た
と
い

う
が
、
要
は
荒
木
氏
が
万
人
が
無
謬
の
聖
人
と
等
質
の
本
来
性
を
所
有
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
枠
組

み
は
悉
皆
成
仏
、
聖
人
可
学
、
神
仙
可
学
の
範
囲
内
で
の
み
通
用
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
有
効
性
を
減
ず
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
範
囲
内
で
の
荒
木

氏
の
業
績
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
朱
熹
の
理
の
分
析
と
い
う
と
、
絶
対
性
、
超
越
性
、

普
遍
性
と
い
っ
た
属
性
を
示
す
言
葉
の
羅
列
に
終
わ
り
が
ち
か
、
類
似
の
西
欧

哲
学
用
語
の
引
き
当
て
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
朱
熹
の
言
う
理
に
は
、

万
事
万
象
に
あ
る
秩
序
が
あ
る
と
い
う
伝
統
的
な
感
覚
が
託
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
、
そ
の
理
は
個
々
の
筋
目
と
い
う
意
味
が
本
旨
で
あ
る
。
つ
ま
り
個
別
の
法

則
と
か
秩
序
と
い
う
語
に
近
い
の
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
理
の
性
格
と
具
体
的

内
容
を
ど
う
把
握
す
る
か
で
あ
り
、
朱
熹
は
そ
れ
に
精
力
を
尽
く
し
た
。
理
も

気
も
日
常
生
活
の
中
で
使
用
す
る
語
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
時
に
思
想
用
語
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
日
常
生
活
の
中
で
自
然
に
感
得
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動

き
（
気
）
や
秩
序
感
（
理
）
が
朱
熹
の
思
想
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
朱
熹
は
理
と
気
を
定
義
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
重
要
な
の
は
理
も

気
も
我
々
が
知
覚
し
て
い
る
こ
の
有
の
世
界
に
貼
り
付
い
た
概
念
で
あ
る
こ
と

で
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
な
本
質
な
ら
ば
表
層
の
奥
底
に
あ
る
も
の
と
決

め
る
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
朱
熹
が
自
己
の
主
著
と
認
識
し
て
い
た
の
は
『
四
書
集
注
』
で
あ

る
。
理
気
概
論
の
よ
う
な
書
物
で
は
な
い
。
再
度
言
う
が
、
朱
熹
の
思
想
的
営

為
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
、
一
つ
は
儒
学
の
中
の
道
学
の
正
統
性
、
も
う
一
つ

は
道
学
の
中
の
自
己
の
思
想
の
正
統
性
と
い
う
二
つ
の
正
統
性
を
士
大
夫
社
会

に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
主
著
が
『
四
書
集
注
』
と
い
う
経
書
の

注
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
道
学
が
経
学
と
し
て
十
分
に
成
り
立
つ
こ
と

と
、
自
分
が
道
学
の
経
学
を
集
大
成
し
え
た
と
い
う
こ
と
の
二
つ
の
ア
ピ
ー
ル

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
経
書
へ
の
依
存
の
強
さ
を
我
々
は
再
確

認
す
べ
き
で
あ
る

）
30
（

。
経
書
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
朱
熹
は
自
他
へ
の
説
得
性
を

確
保
し
て
い
る
。
と
も
か
く
も
我
々
か
ら
見
て
、
な
ぜ
朱
熹
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
こ
だ
わ
る
の
か
と
か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
重
要
な
問
題
を
議
論
し
よ
う
と

し
な
い
の
か
と
か
い
っ
た
こ
と
も
丁
寧
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
我
々
と
論

証
の
説
得
性
の
持
た
せ
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
が
必
須
な
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
も
掬
い
上
げ
て
こ
そ
の
思
想
分
析
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て

お
き
た
い
。

　

二　

朱
熹
の
思
想
の
骨
格

儒教の思想史研究と思想分析―朱子学を中心に―
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筆
者
は
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
で
筆
者
な
り
の
朱
熹
の
思
想
分
析
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
詳
し
い
論
述
を
試
み
、
関
係
す
る
傍
証
と
し
て
の
資
料
を
あ
げ
て
い
の

で
、
詳
細
は
こ
の
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ

こ
で
論
じ
た
こ
と
が
従
来
の
研
究
と
ど
こ
が
異
な
る
の
か
の
例
を
挙
げ
て
お
き

た
い
。

　

ま
ず
朱
熹
の
思
想
の
目
的
と
は
何
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
聖
人
と
な
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
目
指
す
べ
き
聖
人
の
境
地
で
あ
る
が
、
経
書
に
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。
「
七
十
而
従
心
所
欲
、
不
踰
矩
」
（
『
論
語
』
為
政
第
二
）
、「
誠

者
、
天
之
道
也
。
誠
之
者
、
人
之
道
也
。
誠
者
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
従
容

中
道
、
聖
人
也
」
（
『
中
庸
』
第
二
〇
章
）
。
こ
の
内
容
を
朱
熹
た
ち
は
独
自
に

読
み
解
い
て
聖
人
の
境
地
の
具
体
的
内
容
と
し
た
。
聖
人
で
も
な
い
身
で
あ
り

な
が
ら
聖
人
の
境
地
を
語
れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
経
書
の
権
威
の
な
せ
る
わ
ざ

で
あ
る
。
こ
の
聖
人
の
境
地
と
は
、
外
界
の
事
物
に
対
す
る
心
の
反
応
が
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
条
件
反
射
的
に
理
に
則
る
状
態
で
あ
る
。
学
問
の
目
的
は
心
と
事

物
の
間
の
反
応
関
係
の
適
正
化
に
あ
り
、
そ
こ
に
関
心
を
絞
り
込
む
の
は
禅
宗

か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
反
応
と
は
已
発
で
あ
る
。
朱
熹
は
未
発
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
て
、
時
に
は
已
発
よ
り
も
未
発
の
状
態
で
の
修
養
に

力
点
を
置
く
か
の
言
も
あ
る
。
ま
た
修
養
の
場
で
は
時
に
未
発
か
ら
已
発
へ
と

い
う
方
向
性
を
見
せ
る
た
め
に
、
従
来
の
研
究
で
は
未
発
が
発
端
で
あ
り
目
的

で
あ
る
か
の
よ
う
な
議
論
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
朱
熹
の
議
論
を
素
直
に
た
ど

れ
ば
、
問
題
の
発
端
と
そ
の
帰
結
は
已
発
の
方
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
。
已
発
を
適
正
に
す
る
た
め
に
は
未
発
の
修
養
が
必
須
か
つ
重

要
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

朱
熹
は
事
物
に
対
す
る
心
の
動
き
を
感
応
で
把
握
し
た
。
同
時
に
気
の
作
用

は
感
応
に
尽
き
る
と
す
る
。
た
だ
当
然
そ
こ
に
は
気
の
動
き
の
法
則
・
秩
序
で

あ
る
理
が
存
在
し
て
い
る
。
外
界
の
事
物
に
触
発
さ
れ
て
（
感
）
、
そ
れ
に
対

し
て
心
の
反
応
（
応
）
が
起
こ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
心
は
受
け

身
で
あ
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
已
発
と
な
る
か
未
発
と
な
る
か

の
発
端
を
人
間
側
は
選
べ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
そ
の
受
け
身
を
能
動
に
転

化
し
け
れ
ば
修
養
は
成
立
し
な
い
の
で
、
そ
こ
に
朱
熹
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

つ
ま
り
朱
熹
は
、
人
間
の
内
面
に
生
生
の
方
向
性
が
内
在
し
て
い
る
の
で
、
心

の
感
応
は
そ
の
方
向
で
起
こ
り
、
そ
の
方
向
を
維
持
す
る
こ
と
で
心
の
主
宰
性

を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
構
造
に
つ
い
て
は
既
に
論
じ
た
の
で

）
31
（

、
心
を
感

応
と
す
る
代
表
的
な
例
の
み
を
あ
げ
て
お
く
。
「
熹
謂
感
於
物
者
心
也
」
（
「
問

張
敬
夫
」
六
、
『
朱
子
文
集
』
三
二
）
、
「
心
只
是
箇
動
静
感
応
而
已
、
所
謂
寂

然
不
動
、
感
而
遂
通
者
是
也
。
看
那
幾
箇
字
、
便
見
得
」
（
『
朱
子
語
類
』
六
五　

第
六
六
条
）
。
次
の
語
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
こ
の
世
界
の
作
用
は
み
な
感
応

な
の
で
あ
る
。
「
凡
在
天
地
間
、
無
非
感
応
之
理
、
造
化
与
人
事
皆
是
」
（
『
朱

子
語
類
』
七
二　

第
一
三
条
、
こ
れ
は
『
程
氏
遺
書
』
一
五　

第
六
九
条
が
も

と
に
な
っ
て
い
る
）
。

　

心
に
限
ら
ず
、
朱
熹
は
、
こ
の
世
界
を
作
用
、
運
動
、
機
能
で
把
握
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
気
と
い
う
概
念
が
必
要
だ
っ
た
。
朱
熹
は
気
を
広
義
（
物
質
＝
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
と
狭
義
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
働
き
）
で
捉
え
た
が
、
重
要
な
の
は
狭
義

の
方
で
あ
る
。
朱
熹
の
言
う
「
物
」
と
は
「
事
態
」
、
更
に
言
え
ば
個
物
で
あ

れ
事
象
で
あ
れ
「
意
識
の
対
象
と
し
て
一
個
性
を
持
つ
も
の
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
気
の
世
界
の
一
部
が
特
定
の
作
用
、
運
動
、
機
能
を
見
せ
る
時
、
そ
の

場
が
「
物
」
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。
物
の
同
一
性
が
維
持
さ
れ
る
の
は
、
そ
の

物
が
物
と
し
て
存
在
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
物
に
同
じ
働
き
が

一
貫
し
て
認
知
で
き
る
が
ゆ
え
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
前
著
及
び
、
そ
れ
に

先
行
す
る
拙
稿
で
論
じ
た

）
32
（

。

日本儒教学会報 六
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程
頤
の
思
想
は
物
と
理
の
関
係
論
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
朱
熹
は
ま
ず
物
を

気
で
捉
え
直
し
た
う
え
で
理
気
二
元
論
に
ま
と
め
あ
げ
た
。
な
ぜ
朱
熹
が
気
を

持
ち
だ
し
た
か
と
い
う
と
、
事
物
が
事
物
と
し
て
認
識
で
き
る
の
は
、
そ
の
運

動
、
作
用
、
機
能
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
気
の
属
性
だ
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
机
は
机
の
機
能
に
よ
っ
て
机
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
理
が

見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

「
這
道
理
、
若
見
得
到
、
只
是
合
当
如
此
。
如
竹
椅
相
似
。
須
著
有
四
隻
脚
、

平
平
正
正
、
方
可
坐
。
若
少
一
隻
脚
、
決
定
是
坐
不
得
。
若
不
識
得
時
、
只
約

摸
恁
地
説
、
両
隻
脚
也
得
、
三
隻
脚
也
得
、
到
坐
時
、
只
是
坐
不
得
」
（
『
朱
子

語
類
』
九　

第
五
五
条
）
。
木
製
の
長
机
が
あ
る
場
合
、
長
机
と
し
て
の
機
能

が
見
出
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
長
机
な
の
で
あ
る
が
、
も
し
足
の
長
さ
を
半
分

に
す
れ
ば
、
同
じ
木
製
の
素
材
で
あ
っ
て
も
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
の
は
腰
掛
け

る
と
い
う
機
能
な
の
で
長
椅
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
素
材
の
問
題
で
は
な
く

機
能
が
理
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
ろ
う
。
以
上
の
内
容

も
既
に
論
じ
た
こ
と
で
あ
る

）
33
（

。

　

朱
熹
の
理
と
は
、
か
か
る
作
用
、
運
動
、
機
能
に
見
出
せ
る
法
則
、
秩
序
の

こ
と
で
あ
る
。
朱
熹
の
「
格
物
」
は
、
そ
の
物
の
理
に
対
応
す
る
心
中
の
理
を

掘
り
起
こ
す
こ
と
を
目
指
す
が
、
結
局
は
物
に
対
す
る
心
の
動
き
の
適
正
さ
を

理
と
す
る
。
つ
ま
り
物
の
理
と
心
の
理
の
両
者
を
立
て
て
は
い
て
も
、
心
に
お

け
る
理
と
い
う
の
は
、
畢
竟
は
「
物
に
対
す
る
心
の
動
き
の
秩
序
、
法
則
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

）
34
（

。
朱
熹
に
と
っ
て
の
聖
人
は
心
の
動
き
が

完
全
な
存
在
、
つ
ま
り
理
の
通
り
に
心
が
動
く
存
在
で
あ
っ
た
。
理
の
思
想
も

そ
こ
に
収
斂
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
理
学
も
心
学
も
聖
人
の
境
涯
を
目

指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
そ
の
過
程
で
理
を
意
識
す
る
か
心
の
実
感
を
信
頼

す
る
か
と
い
う
差
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
広
義
の

心
学
と
言
っ
て
も
よ
い
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

三　

王
守
仁
か
ら
朱
熹
を
振
り
返
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
か

　

陽
明
学
か
ら
朱
子
学
を
振
り
返
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。
言
う
ま
で

も
無
く
こ
れ
は
王
守
仁
の
問
題
意
識
か
ら
朱
熹
を
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

朱
熹
自
身
は
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
も
王
守
仁
側
の
視
点
で

あ
る
と
い
う
限
界
の
認
識
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
朱
熹
自
身
が
自
覚
し
て
い
な

か
っ
た
局
面
を
炙
り
出
す
効
果
は
確
か
に
あ
り
、
無
意
味
な
作
業
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

　

別
に
陽
明
学
で
は
な
く
、
西
欧
思
想
と
か
そ
れ
以
外
の
思
想
や
宗
教
か
ら
朱

熹
を
照
射
す
る
こ
と
も
、
や
は
り
朱
熹
の
思
想
の
隠
れ
た
性
格
を
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
そ
れ
相
応
の
意
義
は
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
直
接
に
関
連
を
持
た
な

い
思
想
ど
う
し
の
比
較
は
、
両
者
を
つ
な
ぐ
よ
ほ
ど
有
意
義
な
問
題
が
設
定
で

き
な
い
限
り
と
り
と
め
の
な
い
も
の
に
な
る
。
陽
明
学
の
場
合
は
朱
子
学
を
強

烈
に
意
識
し
て
組
み
出
さ
れ
た
思
想
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
つ
ま
り
直
接
的
な
思

想
史
上
の
関
連
性
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
持
た
ぬ
他
の
場
合
と
比
較
し
て

思
想
分
析
に
資
す
る
点
が
多
い
。
朱
子
学
が
孕
ん
で
い
た
あ
る
要
素
が
後
世
拡

大
さ
れ
て
い
く
と
い
う
事
実
が
あ
り
、
思
想
史
は
そ
れ
ら
を
た
ど
る
こ
と
が
中

心
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
繰
り
返
す
が
、
そ
の
面
の
み
を
も
っ
て
朱
子
学
の
基

本
性
格
を
断
定
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
限
定
性
を
持
つ
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
陽
明
学
か
ら
朱
子

学
を
照
射
し
た
場
合
、
浮
き
上
が
っ
て
く
る
代
表
的
な
例
の
一
つ
と
し
て
知
行

論
を
こ
こ
で
あ
げ
て
み
た
い
。

　

一
九
八
八
年
に
大
正
大
学
で
日
本
中
国
学
会
が
開
か
れ
た
お
り
、
荒
木
見
悟

氏
は
講
演
で
、
陳
栄
捷
氏
が
知
行
合
一
の
発
想
が
既
に
朱
熹
に
あ
っ
た
と
い
う

儒教の思想史研究と思想分析―朱子学を中心に―
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見
解
を
否
定
し
、
両
者
の
決
定
的
な
差
を
強
調
し
た
。
た
だ
朱
熹
は
知
先
行
後

と
と
も
に
知
行
並
進
も
言
う
し
、
「
行
」
の
字
を
複
数
の
意
味
で
使
用
も
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
な
け
れ
ば
混
乱
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
筆
者
は
朱
熹
の
こ
れ
に
関
す
る
数
々
の
用
例
を
検
討
し
て
次
の
よ
う
に
ま

と
め
た

）
35
（

。

① 

朱
熹
は
知
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
行
と
並
進
さ
せ
る
こ
と
を
必
要

と
し
、
知
を
生
か
ら
熟
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

② 

そ
の
結
果
得
ら
れ
た
究
極
の
知
（
程
頤
の
真
知
に
あ
た
る
）
は
、
そ
の

ま
ま
行
へ
ス
ラ
イ
ド
す
る
。

　

真
知
と
は
、
見
聞
上
で
虎
を
知
る
の
で
は
な
く
虎
に
襲
わ
れ
た
経
験
を
持
ち

そ
の
恐
怖
が
肉
体
化
し
た
人
間
の
虎
認
識
の
よ
う
な
知
、
つ
ま
り
「
虎
」
＝
「
逃

げ
る
べ
き
も
の
」
と
直
感
す
る
類
の
知
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
王
守
仁
の
知

行
合
一
の
性
格
は
次
の
語
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
夫
人
必
有
欲
食
之
心
、

然
後
知
食
、
欲
食
之
心
即
是
意
、
即
是
行
之
始
矣
。
食
味
之
美
悪
必
待
入
口
而

後
知
、
豈
有
不
待
入
口
而
已
先
知
食
味
之
美
悪
者
邪
」
（
『
伝
習
録
』
中　

「
答

顧
東
橋
書
」
）
。
こ
こ
の
内
容
は
二
段
階
か
ら
成
る
。

　

①　

食
欲
が
あ
る
か
ら
食
物
の
認
識
が
な
さ
れ
る
。
（
王
守
仁
独
自
）

　

②　

食
べ
て
み
て
は
じ
め
て
味
が
わ
か
る
。
（
朱
熹
と
同
じ
）

　

①
は
、
主
体
側
の
投
げ
か
け
が
認
識
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

対
象
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
っ
て
こ
そ
事
物
認
識
が
成
立
、
こ
の
意
欲

の
時
点
で
知
行
合
一
な
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
王
守
仁
の
知
行
合
一
と
は
、
本
来
の
知
は
行
と
一
体
で
あ
る
、
そ

れ
ゆ
え
そ
れ
を
発
揮
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、

知
の
本
来
的
あ
り
方
と
そ
れ
を
全
う
す
る
修
養
の
二
つ
の
意
味
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。
本
来
的
あ
り
方
の
方
は
「
知
行
の
本
体
」
と
も
言
わ
れ
る
。
「
此
已

被
私
慾
隔
断
、
不
是
知
行
的
本
体
了
。
未
有
知
而
不
行
者
。
知
而
不
行
、
只
是

未
知
。
聖
賢
教
人
知
行
、
正
是
安
復
那
本
体
、
不
是
著
你
只
恁
的
便
罷
。
故
大

学
指
個
真
知
行
与
人
看
、
説
如
好
好
色
、
如
悪
悪
臭
。
見
好
色
属
知
、
好
好
色

属
行
。
只
見
那
好
色
時
已
自
好
了
、
不
是
見
了
後
又
立
個
心
去
好
。
聞
悪
臭
属

知
、
悪
悪
臭
属
行
。
只
聞
那
悪
臭
時
已
自
悪
了
、
不
是
聞
了
後
別
立
個
心
去
悪
。

如
鼻
塞
人
雖
見
悪
臭
在
前
、
鼻
中
不
曽
聞
得
、
便
亦
不
甚
悪
、
亦
只
是
不
曽
知

臭
」
（
『
伝
習
録
』
上　

第
五
条
）
。
こ
こ
の
「
知
」
は
認
識
、
「
行
」
は
判
断
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
実
質
上
、
「
く
さ
い
（
悪
む
）
」
（
行
に
あ
た
る
）
と

い
う
拒
否
感
が
「
悪
臭
」
認
知
（
「
知
」
に
あ
た
る
）
の
決
め
手
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
朱
熹
は
知
を
検
証
す
る
こ
と
で
行
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
す

る
の
に
対
し
て
、
王
守
仁
は
行
へ
の
内
的
衝
動
の
強
さ
で
知
の
確
度
を
測
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
知
先
行
後
と
知
行
合
一
の
対
立
と
言
う
こ
と
は
で
き

る
。
た
だ
朱
熹
の
真
知
も
内
容
的
に
は
知
と
行
が
合
一
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
部
分
の
み
を
切
り
取
れ
ば
知
行
合
一
を
共
有
し
て
い
る
と
言
え
な
く

も
な
い
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
朱
熹
に
と
っ
て
知
と
は
外
界
の
事
物
と
内
心
の
感
応

の
所
産
で
あ
る
か
ら
、
外
界
の
事
物
の
持
つ
安
定
性
、
客
観
性
に
依
拠
す
れ
ば

不
安
定
な
心
に
左
右
さ
れ
ず
に
知
の
確
実
性
が
獲
得
で
き
る
は
ず
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
王
守
仁
は
、
外
界
の
事
物
の
独
立
し
た

存
在
を
認
め
は
す
る
が
、
そ
の
事
物
が
人
間
に
と
っ
て
事
物
と
し
て
の
意
味
を

持
つ
の
は
、
あ
く
ま
で
も
心
が
そ
れ
を
捉
え
た
時
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
こ
と

は
、
彼
が
た
び
た
び
行
う
心
の
外
に
物
や
理
が
無
い
と
い
う
主
張
や
、
次
の
語

に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
「
先
生
游
南
鎮
、
一
友
指
岩
中
花
樹
問
曰
、
天
下
無

心
外
之
物
、
如
此
花
樹
、
在
深
山
中
自
開
自
落
、
於
我
心
亦
何
相
関
。
先
生
曰
、

你
未
看
此
花
時
、
此
花
与
汝
心
同
帰
於
寂
。
你
来
看
此
花
時
、
則
此
花
顏
色
一

日本儒教学会報 六
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時
明
白
起
來
。
便
知
此
花
不
在
你
的
心
外
」
（
『
伝
習
録
』
下　

第
七
五
条
）
。

花
を
知
っ
た
時
点
で
花
は
初
め
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
知
ら
な
い
限
り
花
は

そ
の
人
間
に
と
っ
て
存
在
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
い
。
心
外
に
物
は
無
く
、

理
は
無
い
の
で
あ
り
、
心
外
の
理
の
追
求
に
客
観
性
を
担
保
し
よ
う
と
い
う
朱

子
学
へ
の
批
判
が
こ
こ
に
あ
っ
た

）
36
（

。
朱
熹
が
外
物
の
客
観
性
を
い
く
ら
言
っ
て

も
結
局
は
心
内
部
の
問
題
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
知
の
確
実
性
は
最
終
的
に
心

の
中
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
そ
の
知
の
確
か
さ
の
保
証
を
知

自
体
の
中
に
求
め
る
趨
勢
が
生
じ
、
王
守
仁
に
お
い
て
は
そ
れ
が
知
と
一
体
で

あ
る
行
で
あ
っ
た
、
と
い
う
言
い
方
も
で
き
よ
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

朱
熹
の
理
も
最
終
的
に
は
外
界
に
対
す
る
内
心
の
反
応
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
外
物
の
「
実
理
」
の
問
題
を
「
実
見
」
と
い
う
認
識
主
体
の

姿
勢
に
還
元
し
て
い
く
方
向
も
あ
る
の
だ
が

）
37
（

、
特
に
後
者
は
議
論
が
突
き
詰
め

ら
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
感
を
否
め
な
い
。
あ
れ
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
朱
熹
の

思
想
体
系
に
生
じ
た
隙
間
が
、
王
守
仁
と
の
照
射
に
よ
っ
て
、
よ
り
露
わ
に
な

る
の
で
あ
る
。

　

王
守
仁
の
知
行
合
一
の
内
容
は
、
良
知
の
一
語
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
王
守
仁
の
良
知
と
は
、
「
世
界
を
適
正
に
意
味
化
す
る
働
き
」
と
で
も
い

う
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
38
（

。
つ
ま
り
心
が
捉
え
た
事
物
の
意
味
を
認
識
し
、

そ
の
認
識
（
知
）
と
は
同
時
に
そ
の
事
物
に
対
す
る
自
己
の
態
度
を
決
定
す
る

こ
と
（
行
）
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
、
単

に
事
物
が
価
値
的
に
無
色
に
存
在
す
る
だ
け
で
は
人
間
に
と
っ
て
無
意
味
な
存

在
で
あ
る
。
そ
の
事
物
が
自
分
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
な
の
か
を
知
っ
た
時

点
で
人
間
の
認
識
は
意
味
を
持
つ
。
こ
の
世
界
は
価
値
的
に
意
味
化
さ
れ
た
世

界
で
あ
り
、
そ
の
意
味
化
に
よ
っ
て
、
人
は
意
識
対
象
に
対
す
る
態
度
の
決
定

が
可
能
に
な
る
。
以
前
か
ら
重
ね
て
筆
者
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
朱
熹
に

と
っ
て
も
王
守
仁
に
と
っ
て
も
、
知
と
は
対
象
へ
の
自
己
の
関
わ
り
方
の
決
定

で
あ
る
。
そ
の
決
定
の
適
切
さ
こ
そ
が
道
徳
的
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
た

だ
朱
熹
の
場
合
は
外
物
と
の
感
応
の
み
に
よ
っ
て
知
の
成
立
を
考
え
る
た
め
に

人
は
受
け
身
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
外
物
の
優
位
を
防
ぐ
た
め
に
朱
熹
は
心
の

主
宰
性
を
持
ち
だ
す
こ
と
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
王
守
仁

の
方
は
最
初
か
ら
心
の
働
き
か
け
を
軸
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
意
識
を

無
化
す
る
よ
り
も
、
自
意
識
を
軸
に
外
物
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
万
物
一

体
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
朱
王
の
思
想
同
士
を
相
互
照
射
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
捉
え

る
こ
と
は
、
当
人
が
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
特
性
を
露
わ

に
す
る
こ
と
に
資
す
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
枠
を
広
げ
て
、
個
別
の
思
想
分

析
を
普
遍
化
す
る
こ
と
の
意
義
を
筆
者
が
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
ひ

と
こ
と
言
っ
て
お
き
た
い
。
個
別
研
究
の
集
積
は
思
想
史
研
究
の
土
台
作
り
に

資
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
以
外
に
も
、
思
想
的
営
為
の
貴
重
な
サ
ン
プ
ル

を
取
り
出
す
こ
と
、
思
想
内
容
と
時
代
の
相
関
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
す
る
こ
と
、

更
に
は
現
在
の
問
題
意
識
を
も
と
に
当
該
思
想
の
達
成
を
活
用
す
る
こ
と
、
複

数
の
思
想
の
相
互
照
射
に
よ
っ
て
思
想
全
般
の
普
遍
的
問
題
へ
直
接
的
な
切
り

込
み
を
行
う
こ
と
な
ど
も
、
思
想
の
原
像
の
解
明
と
い
っ
た
こ
と
に
加
え
て
思

想
研
究
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

＊
本
稿
は
二
〇
二
一
年
五
月
二
十
三
日
に
日
本
儒
教
学
会
で
行
っ
た
同
名
の
講

演
の
原
稿
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
一
部
省
略
と
補
足
を
行
い
、
議
論

の
順
序
を
変
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
基
本
的
に
内
容
の
変
更
は
無
い
。

儒教の思想史研究と思想分析―朱子学を中心に―
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注

（
１
）　

付
随
す
る
諸
論
文
と
は
、
例
え
ば
次
の
論
文
で
あ
る
。
土
田
健
次
郎
「
胡
宏
に

お
け
る
「
性
」
の
概
念
」
（
『
伊
藤
瑞
叡
博
士
古
稀
記
念
論
文
集　

法
華
仏
教
と
関

係
諸
文
化
の
研
究
』
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
三
）
、
土
田
健
次
郎
「
宋
代
湖
南

学
の
思
想
史
的
位
置
」
（
『
東
方
学
』
一
三
五
、
二
〇
一
八
）
、
土
田
健
次
郎
「
心
を

観
る
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
三
七
、
二
〇
二
〇
）
。

（
２
）　

土
田
健
次
郎
「
儒
教
」
（
『
日
本
思
想
史
講
座
』
五
「
方
法
」
、
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
一
五
）
。

（
３
）　

前
掲
の
土
田
健
次
郎
『
道
学
の
形
成
』
終
章
・
第
一
節
。

（
４
）　

周
敦
頤
は
道
学
の
祖
で
な
い
こ
と
は
土
田
健
次
郎
「
周
程
授
受
再
考
」
（
『
東
洋

の
思
想
と
宗
教
』
一
三
、
一
九
九
六
）
、
土
田
健
次
郎
「
宋
代
思
想
史
上
に
お
け
る

周
敦
頤
の
位
置
」
（
『
東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念　

東
方
学
論
集
』
、
東
方
学
会
、

一
九
九
七
）
、
及
び
前
掲
の
土
田
健
次
郎
『
道
学
の
形
成
』
第
二
章
・
第
二
節
、
同

第
三
節
、
同
第
四
節
で
論
証
し
た
。
道
学
と
は
二
程
学
派
（
あ
る
い
は
程
頤
学
派
）

な
の
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
の
中
で
二
程
の
若
年
の
時
の
師
匠
の
周
敦
頤
に
注
目
す

る
者
も
出
て
き
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
な
お
筆
者
が
こ
の
論
を
昔
発
表
し
た
時
、
周

程
授
受
に
対
す
る
疑
問
は
近
代
以
前
に
も
あ
っ
た
と
言
う
人
も
い
た
が
、
筆
者
も

当
然
先
人
の
説
を
踏
ま
え
た
う
え
で
立
論
し
て
い
る
し
、
そ
も
そ
も
問
題
な
の
は

そ
の
疑
問
も
断
片
的
な
提
示
に
止
ま
り
、
と
て
も
全
面
的
な
考
証
と
言
え
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
周
敦
頤
が
道
学
で
な
い
と
し
た
ら
宋
代
思
想
史
的

に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
筆
者
は
周
敦
頤
を
宋
代
初
期
古
文
家
の
流
れ
で
あ
る

と
位
置
づ
け
た
。

（
５
）　

竺
沙
雅
章
「
喫
菜
事
魔
に
つ
い
て
」
（
『
青
山
博
士
古
稀
記
念　

宋
代
史
論
叢
』
、

省
心
書
房
、
一
九
七
四
）
。

（
６
）　

土
田
健
次
郎
「
道
学
と
い
う
学
派
―
『
道
学
の
形
成
』
上
梓
に
際
し
て
―
」（
『
創

文
』
二
〇
〇
三
年
一
―
二
月
号(

N
O
.
4
5
0

）
、
創
文
社
、
二
〇
〇
三
）
。

（
７
）　

類
似
の
語
が
『
宋
史
』
選
挙
志
に
あ
る
が
、こ
こ
で
は
時
期
の
早
い
『
文
献
通
考
』

を
あ
げ
る
。

（
８
）　

永
嘉
文
体
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
李
建
軍
「
時
文
典
範
与
挙
子
事
業
―
南
宋
〝
永

嘉
文
体
〟
探
微
」
（
『
国
学
研
究
』
三
六
―
二
、
二
〇
一
五
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
永

嘉
の
鄭
伯
熊
も
「
朋
友
間
有
得
其
平
時
所
与
其
徒
考
論
古
今
之
文
、
見
其
議
論
宏
博
、

読
之
窮
日
夜
不
厭
。
又
欲
鋟
木
以
与
従
事
於
科
挙
者
共
之
」
（
陳
亮
「
鄭
景
望
雑
著

序
」
、
『
龍
川
文
集
』
二
九
）
で
あ
っ
た
。

（
９
）　

前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
第
七
章
・
第
二
節
。

（
10
）　

注
8
所
引
の
李
氏
論
文
な
ど
。

（
11
）　

陳
亮
も
「
元
晦
之
論
、
只
是
与
二
程
主
張
門
戸
」（
「
与
陳
君
挙
」
一
、『
龍
川
文
集
』

二
一
）
と
言
う
の
で
あ
り
、
朱
熹
の
党
派
性
は
当
時
に
お
い
て
目
立
っ
て
い
た
。

（
12
）　

こ
の
名
簿
に
つ
い
て
は
疑
義
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
李
超
「
南
宋
慶
元
〝
偽
学

逆
党
籍
〟
真
偽
考
論
」（
『
四
川
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
第
四
六
巻
四
期
、

二
〇
一
九
）
。

（
13
）　

「
語
録
」
上
の
第
一
二
四
条
（
『
象
山
先
生
全
集
』
三
四
）
に
は
評
価
の
語
も
あ
る
。

「
語
録
」
上　

第
三
〇
条
（
同
上
）
で
は
二
程
を
欧
陽
脩
と
比
較
し
た
り
し
て
い
る
が
、

当
時
は
欧
陽
脩
再
評
価
の
気
運
が
あ
っ
た
。

（
14
）　

四
兄
の
陸
九
韶
（
陸
梭
山
）
も
周
敦
頤
『
太
極
図
説
』
を
否
定
し
朱
熹
と
論
争
す
る

な
ど
、
陸
九
淵
の
兄
弟
の
う
ち
年
少
の
三
人
は
学
問
に
通
じ
「
三
陸
」と
言
わ
れ
た
り

し
た
が
、
三
兄
の
陸
九
皐
（
陸
庸
斎
）
も
「
公
壮
年
以
呂
氏
次
序
大
学
章
句
猶
有
未
安
、

於
是
自
為
次
序
」と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
で
『
大
学
』
の
次
序
を
つ
け
、
著
述
も
か
な
り

あ
っ
た
が
み
な
編
次
さ
れ
な
か
っ
た
（
「
陸
修
職
墓
表
」
、『
象
山
先
生
全
集
』
二
八
）
。

（
15
）　

本
書
に
対
す
る
筆
者
の
書
評
は
、
土
田
健
次
郎
「
宋
代
士
大
夫
の
営
為
は
い
か

に
研
究
さ
れ
る
べ
き
か
―
余
英
時
『
朱
熹
的
歷
史
世
界 

宋
代
士
大
夫
政
治
文
化
的

研
究
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
二
四
、
二
〇
〇
九
）
。

（
16
）　

友
枝
龍
太
郎
『
朱
子
の
思
想
形
成
』
第
四
章
・
第
二
節
の
二
（
春
秋
社
、
一
九
六
九
）
。

（
17
）　

こ
の
項
の
内
容
の
多
く
は
、
既
に
前
掲
の
『
道
学
の
形
成
』
、『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
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な
ど
で
述
べ
て
い
る
。

（
18
）　

前
掲
の
土
田
健
次
郎
「
宋
代
湖
南
学
の
思
想
史
的
位
置
」
、
前
掲
の
『
朱
熹
の
思

想
体
系
』
付
篇
二
・
第
二
章
な
ど
。

（
19
）　

土
田
健
次
郎
「
漢
文
と
中
国
語
―
『
程
氏
粋
言
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
新
し
い

漢
字
漢
文
教
育
』
五
〇
、
二
〇
一
〇
）
。

（
20
）　

『
程
氏
粋
言
』
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
先
人
た
ち
が
既
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
の
詳
細
は
、
前
掲
の
『
道
学
の
形
成
』
第
七
章
・

第
二
節
・
二
な
ど
で
述
べ
て
き
た
。

（
21
）　

注
1
所
引
の
土
田
健
次
郎
「
胡
宏
に
お
け
る
「
性
」
の
概
念
」
、
土
田
健
次
郎
「
宋

代
湖
南
学
の
思
想
史
的
位
置
」
。

（
22
）　

土
田
健
次
郎
「
道
統
論
再
考
」
（
『
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集　

中
国
の
仏

教
と
文
化
』
、
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
）
、
前
掲
の
『
道
学
の
形
成
』
終
章
・
第
二
節
。

（
23
）　

李
沢
厚
「
宋
明
理
学
片
論
」
（
『
中
国
社
会
科
学
』
一
九
八
二
年
第
一
期
）
。

（
24
）　

溝
口
雄
三
・
丸
山
松
幸
・
池
田
知
久
編
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』
（
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
一
）
の
「
理
」
の
項
目
の
土
田
健
次
郎
執
筆
部
分
。

（
25
）　

前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
第
三
章
・
第
八
節
、
同
第
一
二
節
。

（
26
）　

土
田
健
次
郎
「
朱
子
学
の
正
統
論
・
道
統
論
と
日
本
へ
の
展
開
（
吾
妻
重
二
主
編
・

黄
俊
傑
副
主
編
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

東
ア
ジ
ア
世
界
と
儒
教
』
、
東
方
書
店
、

二
〇
〇
五
）
、
前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
第
七
章
・
第
四
節
。

（
27
）　

土
田
健
次
郎
「
現
代
に
お
け
る
朱
子
学
の
意
味
」
（
『
二
十
一
世
紀
の
地
球
と
人

類
に
貢
献
す
る
東
洋
思
想
』
、
将
来
世
代
国
際
財
団
、
二
〇
〇
一
）
。

（
28
）　

前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
第
一
章
・
第
三
節
。

（
29
）　

西
順
蔵
氏
は
「
［
書
評
］
荒
木
見
悟
『
仏
教
と
儒
教
―
中
国
思
想
を
形
成
す
る
も

の
―
』
」
（
『
東
京
支
那
学
報
』
一
〇
、
一
九
六
四
、
『
中
国
思
想
論
集
』
所
収
、
筑
摩

書
房
、
一
九
六
九
）
で
「
中
国
思
想
の
「
本
来
性
」
は
著
者
に
と
っ
て
も
や
は
り

本
来
性
で
あ
る
の
か
」
と
言
う
（
筑
摩
書
房
版
、
五
四
五
頁
）
。

（
30
）　

前
掲
の
『
道
学
の
形
成
』
終
章
・
第
一
節
な
ど
。

（
31
）　

土
田
健
次
郎
「
朱
熹
の
思
想
に
お
け
る
認
識
と
判
断
」
（
『
日
本
中
国
学
会
創
立

五
十
年
記
念
論
文
集
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
、
前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』

第
二
章
・
第
七
節
、
第
四
章
・
第
三
節
。

（
32
）　

気
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎
「
朱
熹
理
気
論
の
再
検
討
」
（
内
藤
幹
治
編
『
中

国
的
人
生
観
・
世
界
観
』
、
東
方
書
店
、
一
九
九
四
）
、
土
田
健
次
郎
「
感
応
す
る

世
界　

朱
子
学
に
お
け
る
気
」
（
『
二
十
一
世
紀
の
地
球
と
人
類
に
貢
献
す
る
東
洋

思
想
』
、
世
代
国
際
財
団
、
二
〇
〇
一
）
、
前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
第
二
章
・

第
五
節
。
特
に
「
物
」
に
つ
い
て
は
、
土
田
健
次
郎
「
朱
熹
の
思
想
に
お
け
る
心

の
分
析
」
（
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
七
八
、
一
九
九
一
）
、
前
掲
の
「
朱
熹
理
気
論
の

再
検
討
」
及
び
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
一
三
〇
～
一
三
四
頁
、
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
。

（
33
）　

注
32
所
引
の
土
田
健
次
郎
「
朱
熹
理
気
論
の
再
検
討
」
、
前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想

体
系
』
第
三
章
・
第
十
節
。

（
34
）　

理
が
事
物
に
対
す
る
心
の
動
き
に
収
斂
さ
れ
る
こ
と
を
筆
者
は
注
32
所
引
の
「
朱

熹
の
思
想
に
お
け
る
心
の
分
析
」
で
指
摘
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
前
掲
の
『
朱
熹

の
思
想
体
系
』
第
五
章
・
第
一
二
節
で
も
述
べ
た
。

（
35
）　

前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
第
五
章
・
第
九
節
、
第
十
節
。
ま
た
注
31
所
引

の
土
田
健
次
郎
「
朱
熹
の
思
想
に
お
け
る
認
識
と
判
断
」
、
注
1
所
引
の
土
田
健
次

郎
「
心
を
観
る
」
も
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

（
36
）　

注
1
所
引
の
土
田
健
次
郎
「
心
を
観
る
」
。

（
37
）　

「
実
理
」
と
「
実
見
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
の

一
一
〇
頁
、
一
五
八
～
一
五
九
頁
。

（
38
）　

安
田
二
郎
『
中
国
近
世
思
想
研
究
』
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
八
）
は
朱
熹
の
理

を
意
味
と
し
た
が
、
そ
れ
で
理
全
般
を
説
明
で
き
る
と
は
思
え
な
い
も
の
の
、
事

物
の
意
味
が
理
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
朱
熹
の
場
合
は

心
の
外
に
も
意
味
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
王
守
仁
の
場
合
は
、

事
物
を
意
味
化
す
る
の
は
心
の
内
部
し
か
無
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
外
を

排
除
す
る
視
点
は
一
見
王
守
仁
に
似
て
い
る
陸
九
淵
に
も
見
え
な
い
。

儒教の思想史研究と思想分析―朱子学を中心に―




